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*
注
記
・

-
論
文
中
の
写
真
に
つ
い
て
転
載
す
る
場
合
は
斯
道
文
庫
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
韻
府
群
玉
」

版
本
考
/'"ー¥

-帽4・

一、__."

住

士
口

日
刀

口
H
N
M

彦

前
稿
(
『
韻
府
群
玉
』
版
本
考
(
二
、
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三
十
五

本
稿
に
於
け
る
補
正
は
、
以
下
の
四
章
に
分
け
て
行
い
た
い
。

あ
っ
た
知
見
の
幾
っ
か
を
加
え
、
又
新
た
に
訂
正
す
べ
き
諸
点
を
見
出
し

(
こ
前
稿
掲
載
の
版
種
に
含
ま
れ
る
伝
本
拾
遺
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輯
・
平
成
十
三
年
二
月
、
以
下
問
)
校
了
後
、
前
稿
中
に
収
め
る
べ
き
で

た
の
で
、
本
稿
に
は
先
ず
そ
う
し
た
事
柄
を
記
し
て
前
稿
の
遺
漏
を
補
正

(
二
)
前
稿
未
掲
載
の
版
種
並
に
伝
本
解
題

し
、
併
せ
て
次
稿
へ
の
接
属
を
提
示
し
た
い
。
前
稿
に
掲
載
す
べ
き
範
鴫

(
三
)
諸
版
本
の
関
係
に
つ
い
て
(
再
説
)

と
し
た
の
は
、
当
該
『
韻
府
群
玉
』
諸
本
の
中
、
本
文
に
『
説
文
解
字
』

(
四
)
新
増
説
文
本
の
成
立
に
つ
い
て

の
記
事
や
直
音
注
等
の
増
入
を
含
ま
な
い
無
修
本
諸
版
、
具
体
的
に
は
元

元
統
二
年
(
一
三
三
四
)
梅
漢
書
院
刊
本
及
び
同
本
の
覆
刻
諸
本
(
本
稿

甚
だ
不
体
裁
の
仕
儀
で
は
あ
る
が
、
適
宜
〔
〕
内
に
注
記
し
た
前
輯

に
は
、
こ
れ
ら
を
無
修
一

O
行
本
等
と
称
す
る
)
に
関
す
る
事
柄
で
あ
っ

頁
数
を
参
考
し
て
頂
き
、
大
方
の
御
賢
察
を
賜
る
こ
と
と
し
た
い
。

た
が
、
そ
の
枠
組
み
自
体
に
も
不
足
の
所
が
あ
っ
た
。



(
こ
前
稿
掲
載
の
版
種
に
含
ま
れ
る
伝
本
拾
遺

韻
府
軍
玉
二

O
巻

〔
前
輯
三
四
六
頁
〕

元
陰
時
夫
(
時
遇
)
編

陰
中
夫
(
幼
達
)
注

γ

ん
元
統
二
年
(
一
三
三
四
)
刊
(
梅
渓
書
院
)

〈
中
国
国
家
図
書
館
(
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
)
七
八
四
九
〉

二
O
冊

伊
沢
蘭
軒
・
徐
乃
日
日
旧
蔵

表
紙
法
量
、
染
色
等
不
明
(
原
紙
約
二
回
・
五
×
一
五
・
一
粧
)

0

槻
紙

改
装
。
毎
巻
一
冊
。

同
版
の
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
に
は
劣
ろ
う
が
、
市
立
米

沢
図
書
館
議
本
よ
り
は
や
や
早
印
か
。

欄
外
に
墨
書
校
字
注
あ
り
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
伊
揮
氏
/
酌
源
堂
/

国
書
記
」
朱
印
影
(
伊
沢
蘭
軒
所
用
)
、
其
の
他
四
種
不
明
朱
印
影
、
凡

例
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
積
率
粛
」
朱
印
影
、
事
目
首
に
同
「
南
陵
/
徐

氏
」
朱
印
影
、
目
録
首
に
同
「
南
陵
徐
乃
昌
/
校
勘
経
籍
記
」
朱
印
影
、

第
六
巻
首
に
問
「
積
皐
粛
徐
乃
日
田
誠
書
」
朱
印
影
(
以
上
回
種
徐
乃
日
間
所

用
)
、
目
録
尾
に
同
「
六
合
徐
氏
/
孫
願
珍
戚
/
書
書
一
印
」
朱
印
影
、
巻

首
に
同
「
東
華
/
劉
占
洪
/
字
口
山
戚
/
書
之
印
」
朱
印
影
、
第
一
巻
尾

に
無
辺
方
形
陰
刻
「
孫
麟
口
氏
/
惇
口
口
得
」
朱
印
影
、
第
二
巻
首
に
単

辺
方
形
陽
刻
「
劉
占
洪
/
襲
堂
」
朱
印
影
、
第
五
巻
尾
に
無
辺
方
形
陰
刻

「
劉
印
/
占
洪
(
劉
占
洪
印
)
」
朱
印
影
を
存
す
。

徐
乃
昌
旧
蔵
の
本
書
元
刻
本
に
上
海
図
書
館
現
蔵
の
又
一
本
を
存
す
る

が
、
こ
ち
ら
は
元
統
二
年
梅
漢
書
院
の
牌
記
を
有
す
る
も
の
の
巻
首
別
版

で
、
恐
ら
く
本
版
後
修
以
降
の
印
行
と
思
わ
れ
る
。
但
し
補
刻
の
部
位
等

の
詳
細
は
未
調
査
。
上
海
の
本
に
は
室
町
期
邦
人
の
書
入
が
あ
り
、
北
京

の
本
と
共
に
、
も
と
は
日
本
伝
来
の
も
の
で
あ
る
。

〈
中
国
国
家
図
書
館
(
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
)

一
八
六
三
五
の
う
ち
〉

巻
六
補
配
〈
元
歪
正
十
六
年
刊
〉
新
増
説
文
本

乾
隆
御
覧
之
宝

第
十
五
巻
は
当
該
の
版
(
二
冊
の
う
ち
一
冊
)
。
詳
細
次
稿
。

又

逓
修

〔
前
輯
三
五
二
頁
〕

〈
布
施
美
術
館

一
三
三
八
、

C
O
五
0
・
一
八
の
う
ち
〉

欠
巻
十
五
・
十
六

巻一

j
十
二
、
十
七
・
十
八
補
配
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
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第
十
三
・
十
四
巻
は
当
該
の
版
(
九
冊
の
う
ち
一
冊
)
。
第
十
三
巻
第
一

張
を
欠
く
。
な
お
こ
の
版
の
第
十
三
・
十
四
巻
は
去
声
一
送
韻
か
ら
十
二

震
韻
ま
で
(
平
水
韻
)
を
収
め
、
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
第
十
三
・
十

四
巻
も
一
送
韻
か
ら
八
震
韻
ま
で
(
洪
武
韻
)
を
収
め
る
筈
で
あ
る
が
、

細
説
す
れ
ば
洪
武
韻
の
八
震
韻
は
平
水
韻
の
十
二
震
韻
と
十
三
間
韻
を
合

し
た
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
第
十
五
巻
ま
で
は
本
版
を
以
て
宛
て
な

け
れ
ば
問
韻
を
欠
く
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。
従
っ
て
合
理
的
に
考
え
る

な
ら
ば
、
現
在
欠
け
て
い
る
第
十
五
巻
は
(
恐
ら
く
第
十
六
巻
も
)
当
該

の
版
で
あ
っ
た
か
と
予
測
さ
れ
る
が
審
か
で
な
い
。
詳
細
後
掲
。

又

三
修

〈
国
立
国
会
図
書
館

W
A
三
五
・
二
五
の
、
っ
ち
〉

巻
一
・
二
、
四
j
十
二
、
十
九
巻
補
配
〈
元
至
正
十
六
年
刊
〉
新

増
説
文
本

巻
三
補
配
元
歪
正
二
十
八
年
刊
本

第
十
三

i
十
八
、
二
十
巻
は
当
該
の
版
(
一

O
冊
の
う
ち
半
、
二
、
半
冊

の
都
合
三
冊
分
)
。
第
十
七
巻
第
十
五

i
三
十
一
張
を
第
十
八
巻
の
第
三

十
九
・
四
十
張
間
に
措
く
誤
綴
が
あ
る
。
こ
の
本
は
逓
修
本
よ
り
更
に
後

印
で
、
第
十
三
巻
第
十
一
・
十
二
張
に
は
新
た
に
補
刻
を
存
す
る
の
で
、

第
三
修
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

稀
に
室
町
期
の
朱
筆
を
以
て
圏
竪
傍
句
点
、
磨
滅
部
補
紗
、
同
墨
筆
を
以

て
欄
上
補
注
書
入
を
存
す
。
ま
た
第
十
四
巻
尾
「
天
龍
三
関
寮
公
用
/

鷹
永
丙
戊
周
明
置
之
」
、
第
十
八
巻
尾
「
天
竜
三
関
寮
公
用
/

腰
刀く

十
三
年
間
六
月
廿
九
日
周
明
置
之
」
、
第
二
十
巻
尾
「
天
龍
三
関
寮
公
用

/
麿
永
十
三
年
龍
集
丙
成
問
六
月
廿
九
日
周
明
置
之
」
の
墨
識
あ
り
二
ニ

関
寮
は
京
・
天
龍
寺
内
に
設
け
ら
れ
た
公
寮
で
、
書
記
職
の
僧
が
使
用
し

た
(
『
扶
桑
五
山
記
』
)
。
応
永
十
三
年
(
一
四

O
六
)
閤
六
月
二
十
九
日

に
周
明
と
称
す
る
者
が
天
龍
寺
三
関
寮
に
こ
れ
を
施
入
し
た
と
い
う
の
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
何
者
で
あ
る
か
を
審
か
に
し
な
い
。
周
の
字
は
臨
済
宗

夢
窓
派
の
系
字
と
し
て
知
ら
れ
る
。
他
冊
に
こ
の
識
語
は
な
い
か
ら
、
後

に
補
配
さ
れ
た
も
の
と
判
る
。
詳
細
次
稿
。

本
版
に
つ
い
て
は
、
又
本
稿
(
四
)
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

同

〔
前
輯
三
五
三
頁
〕

元
至
正
二
十
八
年
(
一
三
六
八
)
刊
(
東
山
秀
岩
書
堂
)

拠
元
元
統
二
年
刊
後
修
本

〈
国
立
国
会
図
書
館

W
A
三
五
・
二
五
の
う
ち
〉
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巻
一
・
二
、
四
j
十
三
、
十
九
補
配
〈
元
至
正
十
六
年
刊
〉
新
増

説
文
本

巻
十
四

i
十
八
、
二
十
補
配
元
元
統
二
年
刊
逓
修
本

第
三
巻
は
当
該
の
版
(
一

O
冊
の
う
ち
半
冊
)
。
室
町
期
の
朱
筆
を
以
て

竪
句
点
、
磨
滅
部
補
紗
、
欄
上
補
注
、
校
注
、
又
別
手
の
朱
墨
を
以
て
破

損
部
磨
滅
部
補
紗
書
入
を
存
す
。
尾
に
無
辺
方
形
陰
刻
不
明
朱
印
影
を
存

す
。
詳
細
次
稿
。

〈
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館

O
二
一
・
四
二
・
二

O
の
う
ち
〉

巻
一

j
十
、
十
一
二
j
二
十
補
配
〈
元
至
正
十
六
年
刊
〉
新
増
説
文

本

題
第
〔
利
峰
〕
東
鋭
筆

第
十
一
・
十
二
巻
は
当
該
の
版
(
二

O
冊
の
う
ち
二
冊
)
。
首
に
単
辺
円

形
陰
刻
「
監
/
翁
」
朱
印
影
を
存
す
。
詳
細
次
稿
。

同

(
前
輯
一
ニ
五
八
頁
〕

〔
日
本
南
北
朝
〕
刊

覆
元
元
統
二
年
刊
本

〈
堺
市
立
中
央
図
書
館

O
三
六
一
・
一
〉

。
冊

欠
巻
十

巻
十
二
補
配
向
版
後
印
本

鹿
苑
寺
田
蔵

第
一

j
十
、
十
一
一
一

i
二
十
巻
を
存
す
。
後
補
渋
引
漉
日
表
紙
(
二
四
・
一
一
一

×
一
五
・
四
糎
)
左
肩
打
付
に
「
韻
府
群
玉
門

]
〈
幾
之
幾
〉
」
と
、
右

肩
よ
り
打
付
に
同
筆
で
声
、
韻
自
を
書
す
。
天
地
裁
断
。
本
文
料
紙
は
薄

手
の
格
打
紙
で
、
同
版
本
中
に
例
を
見
な
い
。
冠
水
。
虫
損
甚
し
。

比
較
的
早
印
の
部
類
で
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
と
同
程
度
の
摺
り
。

ほ
ほ
全
張
に
亙
り
室
町
期
か
と
思
わ
れ
る
朱
筆
を
以
て
圏
竪
傍
句
点
、
稀

に
欄
上
校
注
書
入
あ
り
、
第
十
九
巻
に
て
途
絶
。
極
稀
に
同
墨
筆
を
以
て

料
紙
破
損
部
補
紗
、
欄
上
補
注
書
入
あ
り
。

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
鹿
苑
寺
」
朱
印
影
、
同
「
荒
陵
/
山
房
」
朱

印
影
、
無
辺
方
形
陰
刻
「
荒
陵
/
清
秘
」
朱
印
影
、
毎
冊
前
表
紙
に
単
辺

方
形
陽
刻
「
坊
郡
口
現
過
眼
」
並
に
寺
院
図
様
朱
印
影
、
同
題
下
に
単
辺

小
判
形
陽
刻
「
奥
」
朱
印
影
、
同
見
返
し
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
東
門
/
守

入
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈
秋
田
県
立
図
書
館

一
九
・
一
〉

二
O
冊

新
補
香
色
「
秋
田
園
書
館
戴
」
文
打
出
艶
出
表
紙
(
二
四
・
二
×
一
五
・

九
糎
)
左
肩
双
辺
摺
枠
題
築
を
貼
布
し
て
「
韻
府
群
玉
[

〕
幾
」
と
書

し
、
中
央
に
も
方
築
を
貼
布
し
て
同
筆
で
韻
日
を
書
す
。
こ
れ
ら
は
旧
築

を
流
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
裏
打
改
装
。
天
地
裁
断
。
包
角
。
毎
冊

一
巻
。
第
八
巻
第
三
十
一
、
一
二
十
張
を
誤
綴
す
。
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本
品
の
摺
り
は
比
較
的
早
く
、
神
宮
文
庫
蔵
本
と
同
程
度
で
あ
る
。

室
町
期
の
朱
筆
を
以
て
圏
竪
傍
句
点
、
校
注
(
第
五
巻
以
降
は
稀
)
、
稀

に
室
町
期
と
思
わ
れ
る
墨
筆
を
以
て
補
注
、
ま
た
近
世
期
の
朱
墨
を
以
て

欄
上
標
字
注
書
入
あ
り
。
首
に
方
築
を
貼
布
し
て
「
経
籍
訪
古
志
云
」
以

下
引
文
を
墨
書
す
。

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
事
校
」
朱
印
影
を
存
し
、
こ
れ
に
無
辺
陽
刻

「
明
治
三
十

月

日
購
入
」
朱
印
を
重
鈴
、
同
空
格
に
「
六
」
「
四
」

年

「
十
五
」
と
墨
書
す
。

〈
京
都
大
学
附
属
図
書
館

一
O
l
O
一
・
イ
・
三
の
う
ち
〉

巻
一
、
三

i
二
十
補
配
明
万
暦
十
八
年
序
刊
逓
修
本

第
二
巻
は
当
該
の
版
(
一

O
冊
の
う
ち
半
冊
)
。
朱
筆
を
以
て
竪
句
訓
点
、

音
訓
送
仮
名
、
磨
滅
部
補
紗
書
入
を
存
す
(
他
冊
と
同
筆
)
。
詳
細
次
稿
。

〈
堺
市
立
中
央
図
書
館

O
三
六
一
・
一
の
う
ち
〉

欠
巻
十

巻
一

j
十
、
十
三
j
二
十
補
配
同
版
早
印
本

鹿
苑
寺
旧
蔵

第
十
二
巻
の
み
同
版
後
印
本
に
よ
る
(
一

O
冊
の
う
ち
一
冊
)
。
当
該
巻

の
印
面
は
他
巻
に
遅
れ
る
他
、
当
該
冊
の
み
薄
手
の
料
紙
を
用
い
な
い
。

但
し
表
紙
、
書
入
、
印
影
共
他
冊
に
共
通
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
補
配

が
行
わ
れ
た
の
は
相
応
に
早
い
時
期
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
詳
細
前
掲
。

同

〔
前
輯
三
六
三
頁
〕

〔
朝
鮮
初
期
〕
刊

覆
元
元
統
二
年
刊
本

〈
布
施
美
術
館

一
一
四
三
〉

一O
冊

巻
一
・
二
補
配
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
早
印
本

巻
十
三
・
十
四
補
配
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
後
印
本

査
章
閤
本

後
補
渋
引
表
紙
九
二
五
・
七
×
一
五
・
六
糎
)
左
肩
打
付
に
「
韻
府
群
玉
」

と
書
し
、
右
肩
よ
り
打
付
に
同
筆
で
声
目
(
朱
)
、
韻
目
(
墨
)
を
書
す
。

首
冊
前
表
紙
に
元
刻
本
と
の
審
定
を
記
録
し
た
大
正
十
五
年
の
墨
書
方
簸

を
貼
附
し
て
あ
る
。
序
、
目
録
、
事
目
、
凡
例
の
順
に
癒
し
て
本
文
。
毎

冊
二
巻
。

朱
筆
を
以
て
竪
句
点
、
校
注
及
び
磨
滅
部
補
紗
、
首
の
み
墨
筆
を
以
て
版

心
上
標
柱
、
標
字
注
書
入
を
存
す
。

第
十
四
巻
第
八
張
後
半
及
び
同
三
十
七
張
の
欄
上
に
数
点
の
銅
活
字
試
印

あ
り
。
後
か
ら
鈴
し
た
と
い
う
よ
り
、
そ
の
反
故
を
料
紙
に
用
い
た
も
の

と
解
さ
れ
、
内
府
で
の
印
行
を
思
わ
せ
る
。
字
種
未
詳
で
あ
る
が
本
版
成
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立
の
上
下
限
を
知
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
続
考
を
期
し
た
い
。

第
五
、
九
、
十
五
、
十
七
、
十
九
巻
首
に
単
辺
方
形
腸
刻
「
経
/
建
(
李

朝
套
章
関
所
用
)
」
朱
印
影
、
第
一
巻
首
無
辺
方
形
陰
刻
不
明
朱
印
影
、

毎
冊
首
単
辺
方
形
陽
刻
「
天
野
氏
」
朱
印
影
を
存
す
。

布
施
巻
太
郎
氏
〔
明
治
〕
四
十
五
年
頃
購
入
本
で
あ
る
。

同

〔
前
輯
三
六
五
頁
〕

〔
朝
鮮
前
期
〕
刊

覆
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本

〈
中
国
国
家
図
書
館

一
O
一
回
七
〉

二
O
冊

林
羅
山
旧
蔵

新
補
香
色
表
紙
(
二
六
・
一
一
一
×
一
六
・
三
糎
)
。
天
地
裁
断
。
虫
損
修
補
。

新
補
見
返
し
及
び
前
副
葉
三
枚
。
次
で
古
素
紙
書
扉
、
右
肩
よ
り
邦
人
の

手
跡
に
て
韻
目
を
列
挙
す
。
羅
山
に
は
非
ざ
る
か
。
序
第
一
張
欄
上
に

「
前
」
と
、
向
第
二
張
欄
上
に
「
後
」
と
墨
書
(
本
来
誤
綴
で
改
装
時
に

改
め
た
も
の
か
)
。
首
自
に
は
序
、
目
録
、
事
目
、
凡
例
の
順
に
綴
し
て

本
文
。
毎
冊
二
巻
。
他
本
に
徴
し
て
こ
の
形
が
原
装
と
思
わ
れ
る
。

極
早
印
で
、
同
版
本
中
で
も
最
も
摺
り
の
良
い
部
類
に
含
ま
れ
よ
う
。

朱
筆
を
以
て
合
間
竪
匂
訓
点
、
欄
上
標
韻
、
墨
筆
を
以
て
傍
線
、
又
別
手

墨
筆
を
以
て
標
字
注
記
書
入
。
第
二
巻
第
三
十
一
張
に
も
近
世
期
邦
人
と

思
わ
れ
る
別
手
朱
墨
に
て
補
注
書
入
を
存
す
。

序
第
二
張
首
(
改
装
前
は
全
部
の
首
か
)
に
双
辺
方
形
陰
陽
刻
「
江
雲
謂

樹
」
朱
印
影
(
林
羅
山
所
用
)
、
書
一
扉
韻
目
下
方
に
無
辺
方
形
陰
刻
「
松

隠
/
堂
」
朱
印
影
、
単
辺
方
形
揚
刻
「
松
原
/
文
庫
」
朱
印
影
、
無
辺
方

形
陰
刻
「
朝
生
子
口
」
朱
印
影
(
以
上
三
種
連
衿
)
、
序
首
に
単
辺
方
形

陽
刻
「
南
宮
邪
氏
/
珍
誠
善
本
」
朱
印
影
、
同
「
那
印
/
生
範
(
部
生
亀

印
)
」
朱
印
影
(
連
鈴
)
を
存
す
。

〈
陽
明
文
庫

イ
三

O
〉

。
冊

淡
茶
色
雷
文
繋
地
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
朝
鮮
表
紙
(
二
七
・
七
×
一
七
・

O
糎
)
左
肩
打
付
に
「
韻
府
軍
玉
」
と
書
し
、
右
肩
よ
り
打
付
に
韻
目
を

害
す
。
下
小
口
、
声
韻
日
・
冊
序
数
、
又
線
内
「
玉
」
と
書
す
。
五
針
眼

釘
。
天
地
裁
断
せ
ざ
る
か
。
首
目
に
は
序
、
目
録
、
事
目
、
凡
例
の
順
に

綴
し
て
本
文
。
毎
冊
二
巻
。

比
較
的
摺
り
の
良
い
部
類
で
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
に
次
ぐ
。

毎
冊
首
単
辺
方
形
陽
刻
「
近
衛
戴
」
朱
印
影
を
存
す
。

間
々
料
紙
の
表
裏
に
李
朝
官
署
大
方
朱
印
影
の
一
部
を
存
し
、
ま
た
紙
背

に
は
進
士
の
名
と
世
系
を
細
書
し
た
文
書
を
多
く
用
い
て
あ
る
。
二
、
一
ニ
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の
例
を
示
せ
ば
「
進
士

崖
口

本
口
口
/
父
振
威
将
軍
前
行
忠
口
衛
司

憲
兼
宣
惇
官

汝
概
/
祖
禦
侮
将
軍
行
馬
口
水
軍
食
節
制
使
容
/
曽
祖
通

訓
大
夫
行
司
憲
府
監
察

文
孫
/
外
祖
通
訓
大
夫
行
法
口
口
監
許
雲
本
琴

川
」
(
第
三
巻
第
五
十
七
張
)
、
「
進
士
趨
恰

本
淳
昌
/
父
蹴
節
校
尉

大
成
/
祖
通
訓
大
夫
行
泰
仁
豚
監

淑
曜
/
曽
祖
朝
散
大
夫
尚
瑞
院
副
直

長

穏
/
外
祖
忠
義
衛
禦
侮
将
軍
行
忠
佐
衛
副
護
軍
馬
世
駿

本
長
興
」

(
第
十
九
巻
第
二
十
六
張
)
等
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
進
土
屋
氏
某
と
は
、

『
国
朝
梼
目
』
に
拠
れ
ば
、
汝
瓶
の
子
で
宣
祖
朝
の
壬
午
の
年
(
一
五
八

一
一
)
に
及
第
し
た
譲
、
沫
の
兄
弟
か
同
乙
酉
(
一
五
八
五
)
の
年
に
及
第

し
た
祈
の
何
れ
か
と
思
わ
れ
、
当
該
伝
本
の
印
行
は
宣
祖
朝
十
五
年
(

五
八
二
)
以
降
の
こ
と
と
判
明
す
る
。
の
ち
に
わ
が
国
へ
賛
さ
れ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
そ
の
時
期
は
あ
ま
り
降
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、

又
該
本
は
比
較
的
早
印
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
刊
刻
自
体
も
大
き
く
遡
ら
な

い
十
六
世
紀
後
葉
の
こ
と
か
と
推
さ
れ
る
。

又
一
当
該
缶
本
の
第
一
巻
第
十
四
・
十
五
張
聞
に
唐
本
の
韻
書
残
片
四
半
葉

を
挟
ん
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
古
今
韻
会
挙
要
』
〔
元
〕
刊
本
の
第
三
十

巻
第
二
十
一
張
前
半
の
上
半
に
相
当
す
る
。

〈
布
施
美
術
館

一
一
四
三
の
う
ち
〉

巻一二
i
十
二
、
十
五
i
二
十
補
配
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本

巻
十
三
・
十
四
補
配
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
後
印
本

第
一
・
二
巻
の
み
当
該
版
の
早
印
本
に
よ
る
(
一

O
冊
の
う
ち
一
冊
)
。

本
文
厚
手
格
紙
。
本
冊
に
は
「
経
/
箆
」
印
影
な
し
。
詳
細
前
掲
。

〈
布
施
美
術
館

一
一
四
三
の
う
ち
〉

巻
三
l
十
二
、
十
五
i
二
十
補
配
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本

巻
一
・
二
補
配
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
早
印
本

第
十
三
・
十
四
巻
の
み
当
該
版
の
後
印
本
に
よ
る
(
一

O
冊
の
、

2
2
冊)。

こ
の
冊
に
は
厚
手
の
料
紙
を
用
い
ず
、
印
面
中
に
接
続
の
紙
葉
が
あ
る
。

本
冊
に
も
「
経
/
娃
」
印
影
な
し
。
詳
細
前
掲
。

同

一
八
巻

〔
前
輯
三
六
七
頁
〕

〔
明
洪
武
八
年
(
一
三
七
五
)
序
〕
刊
(
〔
南
監
〕
)

拠
元
元
統
二
年
刊
本

亡
名
改
編

本
版
に
つ
い
て
は
前
稿
に
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
の

元
元
統
二
年
刊
本
中
に
補
配
さ
れ
た
第
十
五
巻
の
み
に
よ
っ
て
著
録
し
た

が
、
そ
の
後
に
一
四
巻
分
を
存
す
る
後
掲
の
伝
本
に
接
し
得
た
の
で
、
本
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稿
に
は
少
し
く
記
述
を
補
っ
て
置
き
た
い
。
但
し
こ
れ
も
、
巻
の
首
尾
数

張
を
欠
く
こ
と
の
多
い
本
で
十
全
と
は
言
い
難
い
が
、
今
判
明
す
る
点
の

み
を
記
し
て
後
考
を
挨
ち
た
い
。

巻
首
「
韻
府
翠
玉
巻
之
幾
」
と
題
し
、
声
目
は
欠
く
(
第
八
巻
の
み
墨
囲

陰
刻
に
て
存
す
)
。
前
稿
に
記
し
た
如
く
、
本
版
は
無
修
一
O
行
本
の
款

式
に
よ
り
な
が
ら
行
を
前
後
に
動
か
し
て
洪
武
韻
の
順
に
改
編
し
、
切
り

接
ぎ
部
で
は
本
文
に
加
減
を
施
し
て
辻
棲
を
合
せ
て
あ
る
。
ま
た
韻
目
を

一
O
六
韻
か
ら
七
六
韻
に
合
併
し
た
関
係
で
巻
数
を
一
八
巻
に
減
じ
て
あ

る
。
従
っ
て
、
無
修
一
O
行
本
と
体
式
、
行
字
数
を
同
じ
く
し
な
が
ら
、

第
一
巻

毎
巻
の
張
数
や
排
行
を
異
に
し
て
い
る
。
以
下
に
大
ま
か
な
結
構
を
示
す
。

第
二
巻

第
一
ニ
巻

第
四
巻

第
五
巻

第
六
巻

第
七
巻

第
八
巻

(
二
六
張
)

平
声

一
東
韻

(
四
二
張
)

二
支
i

(
六
七
張
)

四
魚
i

* 

八
真
j

(
七
二
張
)

十
一
先
j

* 2 

十
五
麻
i

(
四
九
張
)

十
八
庚
韻

十
九
尤
j
二
十
二
塩
韻

(
五
三
張
)

三
斉
韻

七
灰
韻

十
耐
韻

十
四
歌
韻

十
七
陽
韻

第
九
巻

第
十
巻

第
十
一
巻

第
十
二
巻

第
十
三
巻

第
十
四
巻

第
十
五
巻

第
十
六
巻

第
十
七
巻

第
十
八
巻

(
五
二
張
)

上
声

一
董
j

四
一
諾
韻

八
斡
韻

十
七
養
韻

* 3 

〔
去
声

一
送
j

十
八
梗
j
二
十
二
謙
韻

、-'

*
O
江
子
名
(
明
)
、
沼
純
三
、
劉
子
、
連
実
、
口
季
、

(
四
五
張
)

五
姥
j

(
五
四
張
)

九
早
j

八
震
韻
〕

十
四
箇
韻

* 6 

入
声

一
屋
j

〔
十
五
繭
j
二
十
二
艶
韻
〕

五
屑
韻

(第一

i
七
十
五
、
七
十
六
之
七
十
七
、
七
十
八
!
九

十
葉
韻

*
1
、
知
見
本
第
六
十
張
以
下
欠
。
*
2
、
第
五
十
一
張
以
下
欠
。

(
四
二
張
)

* 4 

~、

(
四
九
張
)

九
翰
j

*
3
、
当
該
巻
補
配
。
*
4
、
向
。
第
十
五
巻
は
東
北
大
学
蔵
本
に

* 5 
十
三
張
、
足
)

六
薬
1

拠
る
。
*
5
、
当
該
巻
欠
。
*
6
、
第
八
十
張
以
下
欠
。

四
周
双
辺
(
二

0
・
四
×
二
了
四
糎
)
(
第
二
巻
首
)
行
字
数
同
前
。

版
心
、
中
縫
部
「
韻
府
輩
玉
巻
幾
」
と
題
し
下
象
鼻
に
刻
工
名
。
黄
明
然
、

*
江
清
、

*
沼

太
、
*
O
徐
子
中
、
*
虞
保
山
、
瀞
伯
成
、
*
貌
九
、
張
伯
善
、
余
寿
山
、

*
郭
名
丸
、
*
O
張
名
遠
(
達
?
)
、
陳
乙
(
ニ
、
連
均
徳
、
羅
如
章
、
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*
付
善
可
、
呉
十
六
、
*
虞
友
信
、
*
陳
徳
全
、
章
靖
、
*
O
沼
双
平
、

虞
十
五
、
*
O
虞
孟
和
、
*
呉
子
正
、
*
O
劉
伯
安
、
劉
子
龍
、
*
王
允

元
、
*
王
五
、
*
察
八
、
O
連
彦
博
、
*
志
賢
、
羅
京
、
O
貌
伯
美
、
楊

建
安
、
黄
念
声
、
察
名
(
明
)
安
、
黄
口
実
、
O
羅
六
、
丘
子
、
黄
思
名

(
民
)
、
黄
彦
深
(
申
)
、
余
道
遠
、
*
劉
景
波
、
*
O
劉
宣
、
劉
子
長
、

劉
乙
、
余
伯
善
、
張
十
、
劉
六
、
張
実
、
江
和
(
禾
)
、
魂
起
、
虞
原
善
、

余
勤
、
羅
四
、
O
陳
士
通
、
虞
京
七
、
章
口
、
貌
啓
、
黄
太
、
章
四
、
集

口
章
、
*
萎
原
初
を
存
す
。
ま
た
長
津
規
矩
也
氏
の
著
録
に
拠
れ
ば
、
さ

ら
に
*
O
熊
汝
敬
の
名
を
存
す
る
と
い
%
。
こ
の
う
ち
*
符
を
冠
し
た
者

は
明
洪
武
八
年
刊
『
洪
武
正
韻
』
の
刻
工
と
共
通
し
、
O
符
を
冠
し
た
者

は
明
初
覆
元
刻
本
『
南
史
」
「
北
史
』
『
遼
史
』
「
金
史
』
の
何
れ
か
(
多

く
は
複
数
)
と
共
通
す
足
。
ま
た
洪
武
間
刻
本
『
大
明
清
類
天
文
分
野
之

書
」
に
陳
士
通
、
陳
徳
全
、
活
双
平
、
付
善
可
、
江
和
、
江
子
名
、
美
原

初
、
熊
汝
敬
、
余
寿
山
、
虞
孟
和
、
張
名
遠
の
十
一
名
が
見
え
(
王
重
民

『
中
国
善
本
書
提
要
」
)
、
明
洪
武
刻
本
『
欧
陽
文
忠
公
集
」
に
も
貌
伯
美
、

劉
宜
、
連
彦
博
、
熊
汝
敬
、
徐
子
中
、
張
名
遠
の
六
名
が
見
え
(
島
田
翰

『
古
文
旧
書
考
』
)
、
明
洪
武
刻
本
『
唐
文
粋
」
に
劉
宣
、
熊
汝
敬
、
陳
士

通
、
徐
子
中
の
四
名
が
見
え
(
『
旧
書
考
」
)
、
明
初
刻
本
『
三
蘇
先
生
文

集
」
に
江
子
名
、
劉
伯
安
、
熊
汝
敬
、
張
名
遠
の
四
名
が
見
え
(
『
善
本

書
提
要
』
)
、
明
洪
武
刻
本
『
古
史
」
に
江
子
名
、
劉
宣
、
劉
伯
安
の
三
名

が
見
え
る
(
『
文
禄
堂
訪
書
記
』
)
。
こ
れ
ら
は
総
じ
て
、
本
版
が
洪
武
間

前
後
に
福
州
方
面
の
刻
工
を
動
員
し
て
開
刻
さ
れ
た
南
監
関
係
の
版
刻
に

当
た
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
但
し
知
見
の
伝
本
に
、
長
津
氏
が
完
本
に

つ
い
て
そ
の
附
刻
を
著
し
『
宋
学
士
文
集
』
巻
三
十
八
に
も
見
え
る
、
宋

漉
の
「
韻
府
群
玉
後
題
」
を
欠
い
て
い
る
こ
と
は
な
お
惜
し
ま
れ
る
。

〈
布
施
美
術
館

一
三
三
八
、

C
O
五
0
・
一
人
〉

九
冊

欠
巻
十
五
・
十
六

巻
十
三
・
十
四
補
配
元
元
統
二
年
刊
逓
修
本

当
該
伝
本
は
現
在
〈
二
二
三
八
〉
八
冊
(
第
一

j
十
四
巻
)
と
〈
C
O
五

0
・
一
八
〉

一
冊
(
第
十
七
、
十
八
巻
)
の
二
部
別
映
中
に
保
管
さ
れ
て

い
る
が
、
本
来
は
一
具
の
伝
本
で
あ
る
。

後
補
素
表
紙
(
二
四
・
二
×
一
四
・
七
糎
)
左
一
屑
打
付
に
「
韻
府
軍
玉

〈
幾
〉
」
と
書
す
。
第
一
、
九
冊
の
み
右
傍
に
後
筆
で
「
元
葉
本
」
等
と
、

ま
た
第
九
冊
の
右
肩
よ
り
打
付
に
同
手
に
て
、
近
時
の
審
定
記
録
を
存

す
。
剥
離
し
た
第
一
冊
前
表
紙
見
返
し
前
半
に
又
別
手
に
て
「
韻
府
軍
玉

〈
幾
〉
」
と
書
す
。

第
一
冊
に
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
第
三
十
八
張
ま
で
、
第
二
冊
に
第
三
巻
第

四
十
三
張
か
ら
第
四
巻
ま
で
を
収
め
る
他
は
、
毎
冊
二
巻
。
序
回
及
び
第

A
せ



一
巻
第
一

i
二
十
一
張
、
第
三
巻
第
三
十
九
j
四
十
二
張
、
第
四
巻
六
十

張
以
下
、
第
五
巻
第
一

l
十
四
張
、
第
六
巻
第
五
十
張
以
下
、
第
十
一
巻

第
一
張
、
第
十
七
巻
第
八
十
張
以
下
を
欠
く
。

直
接
の
対
査
は
不
能
で
あ
る
が
、
東
北
大
学
蔵
本
よ
り
も
少
し
く
後
印
か
。

装
訂
や
伝
来
を
加
味
し
て
も
、
本
秩
と
東
北
大
学
蔵
の
第
十
五
巻
が
、
本

来
遼
冊
と
い
う
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

毎
冊
首
に
無
辺
紡
錘
形
陰
刻
「
太
華
山
/
房
珍
戴
」
朱
印
影
(
高
橋
太
華

所
用
)
を
存
す
。

本
版
の
本
文
に
つ
い
て
附
言
す
れ
ば
、
も
と
の
本
文
に
比
べ
て
相
当
の

改
編
が
加
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
本
版
は
韻
目
を
併
合
し
て
単
字
の
帰
属

音
と
そ
の
掲
出
願
、
反
切
注
記
を
変
更
し
、
移
動
部
分
の
前
後
の
注
に
加

減
を
加
え
た
他
は
、
無
修
本
の
記
事
内
容
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
無
修
本
内
部
の
一
版
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

そ
の
底
本
は
元
元
統
二
年
刊
本
と
思
わ
れ
る
。
本
版
に
先
行
し
得
る
版
種

と
し
て
は
他
に
も
元
統
版
補
刻
本
、
元
至
正
二
十
八
年
刊
本
を
存
す
る
が
、

こ
れ
ら
両
種
に
誤
刻
を
犯
し
て
い
て
も
本
版
に
は
継
承
す
る
例
が
な
く
、

も
と
の
元
統
版
と
同
じ
文
字
に
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
統
版
を
底
本

と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
第
七
巻
第
二
十
二
張
前
半
第
十
行
・

下
平
声
八
庚
韻
「
佳
城
」
注
に
「
夏
侯
嬰
死
送
葬
、
至
東
都
門
外
、
細
馬

不
行
、
能
地
悲
鳴
。
郎
掘
馬
蹄
下
、
得
石
郭
。
銘
云
、

l
l
欝
々
、
三
千

年
見
白
日
、
子
嵯
、
勝
公
居
此
室
。
乃
葬
罵
。
謂
之
馬
家
。
博
物
志
」
と

あ
る
中
の
「
銘
」
の
字
を
、
元
統
版
補
刻
本
及
び
至
正
版
に
は
「
路
」
に

誤
る
が
、
元
統
版
及
び
本
版
に
は
正
し
く
「
銘
」
に
作
る
。
他
に
も
同
様

の
例
は
多
い
。
ま
た
元
統
版
に
於
い
て
既
に
誤
刻
し
た
処
も
あ
る
が
、
本

版
に
は
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
元
統
版
で
、
第
七

巻
第
一
張
第
十
行
・
下
平
声
八
庚
韻
「
践
更
」
注
に
「
古
者
、
工
卒
元
堂

一
月
一
更
臼
卒
更
(
併
)
漢
昭
紀
注
」
と
あ
る
中
の
「
工
」

の
文
字
は
、
原
拠
の
『
漢
書
」
昭
帝
紀
注
に
照
ら
せ
ば
「
正
」
の
誤
り
で

人
迭
為
之
、

あ
る
が
、
こ
れ
を
本
版
に
も
「
工
」
に
誤
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら

見
て
、
本
版
は
基
本
的
に
言
っ
て
元
統
版
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
但
し
、

同
じ
記
事
中
の
「
堂
」
の
文
字
は
正
し
く
は
「
常
」
で
あ
る
処
、
本
版
に

は
元
統
版
の
「
堂
」
を
校
改
し
て
「
常
」
に
作
っ
て
い
る
。
実
は
、
本
版

の
特
色
は
活
発
な
校
改
に
あ
る
の
だ
が
、
詳
細
は
後
の
(
一
二
)
章
に
任
せ
、

本
節
に
は
底
本
を
指
摘
す
る
に
止
め
た
い
。
ま
た
底
本
に
つ
い
て
も
う
一

点
、
一
冗
統
版
第
十
五
巻
第
四
十
六
張
前
半
第
七
行
左
・
去
声
二
十
競
韻

「
賜
袈
帽
」
注
に
「
趨
宋
王
全
斌
伐
萄
。
京
師
大
雪
、
太
祖
臼
、
我
被
服

如
此
尚
覚
寒
、
況
征
萄
将
士
乎
。
即
解
袈
帽
l
全
斌
。
々
々
感
泣
、
力
征



萄
」
と
あ
る
処
、
最
末
の
「
力
征
萄
」
の
文
字
を
、
本
版
に
は
「
宋
史
」

と
出
典
注
記
に
作
り
、
底
本
に
合
致
し
な
い
。
こ
の
記
事
は
「
力
征
萄
」

の
三
字
を
含
め
「
宋
史
」
王
全
斌
伝
に
見
え
、
そ
の
意
味
で
は
本
版
の
校

改
も
故
な
し
と
し
な
い
が
、
本
書
に
は
通
常
、
人
名
に
始
ま
る
故
事
を
引

き
、
そ
の
出
典
が
正
史
本
伝
で
あ
る
場
合
、
た
だ
「
本
」
と
記
す
か
、
或

い
は
何
も
注
記
し
な
い
の
が
常
例
で
あ
る
か
ら
、
本
版
の
「
宋
史
」
の
補

入
は
、
底
本
に
「
力
征
罰
」
の
要
句
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
本
節
で
底
本
に
定
め
た
元
統
版
に
は
こ
の
文
字
を
存
す
る
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
別
段
の
理
由
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
今
、
確
言
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
現
存
の
元
統
版
補
刻
本
を
見
る
と
、
こ
の
笛
処
に
も

板
木
の
全
体
に
亙
る
補
刻
が
あ
っ
て
、
当
該
の
三
字
は
墨
格
に
作
っ
て
あ

る
か
ら
、
本
版
の
底
本
に
も
こ
う
し
た
補
刻
の
存
し
た
こ
と
は
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
他
の
箇
処
で
は
現
存
の
補
刻
本
に
拠
る

と
は
見
倣
し
難
い
た
め
、
こ
れ
を
本
版
の
底
本
と
は
認
め
難
い
が
、
同
様

の
例
が
第
十
五
巻
に
集
中
し
て
数
例
見
え
る
の
で
、
当
面
は
、
補
刻
の
第

十
五
巻
等
一
部
分
に
止
ま
る
元
統
版
(
現
存
本
の
補
刻
は
半
ば
を
過
ぎ
る
)

が
印
行
さ
れ
、
本
版
の
底
本
に
な
っ
た
も
の
と
見
た
い
。
無
論
、
底
本
の

補
配
や
偶
発
的
な
事
由
に
よ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

(
二
)
前
稿
未
掲
載
の
版
種
並
に
伝
本

同

二
O
巻

〔
明
前
期
〕
刊

覆
元
至
正
二
十
八
年
刊
本

元
元
統
二
年
刊
本
以
来
同
行
款
の
無
修
一

O
行
本
系
の
翻
版
で
、
直
接
に

は
元
至
正
二
十
八
年
(
一
三
六
八
)
東
山
秀
岩
書
堂
刊
本
の
覆
刻
で
あ
が
)
。

凡
例
末
「
韻
下
類
目
」
中
「
十
七
」
黒
牌
墨
囲
せ
ず
。
目
録
末
張
の
後
半

の
み
は
十
一
行
で
、
そ
の
第
二

i
九
行
間
に
単
辺
有
界
八
行
で
無
文
の
木

牌
が
あ
る
。

四
周
双
辺
(
二

0
・
四
×
一
二
・
五
糎
)
毎
半
張
一

O
行
行
大
一
四
字
半

格
、
小
二
九
字
。
版
心
、
中
黒
口
(
沼
郡
馴
周
)
(
糊
恥
ロ
)
、
双
黒
魚
尾

(
柄
向
)
、
中
縫
部
「
勾
玉
幾
」
と
題
し
、
下
魚
尾
下
に
張
数
。
字
様
、
底

本
に
基
づ
く
が
元
刻
諸
版
に
比
べ
る
と
や
や
筆
画
が
鋭
く
直
掠
的
で
あ
る
。

第
一
巻
末
張
前
半
の
末
行
下
方
に
声
目
の
み
を
標
し
、
間
後
半
の
末
行
に

「
韻
府
軍
玉
一
巻
〈
終
〉
」
と
題
す
。
前
稿
中
に
挙
げ
た
無
修
一

O
行
本
系

の
諸
版
で
は
、
前
半
張
末
行
の
声
目
上
方
に
題
記
が
あ
る
。
又
第
十
巻
尾

「
韻
府
巻
之
十
」
と
題
し
、
其
の
後
三
行
分
は
未
刻
。
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第
一
巻
尾
題
前
(
後
半
張
)
に
双
辺
有
界
木
記
「
正
統
了
巳
仲
秋
/
安
定

書
堂
新
刊
」
(
時
嚇
)
を
存
す
。

本
版
の
本
文
に
は
略
字
多
く
、
正
俗
字
体
の
採
択
を
見
て
行
く
と
、
元

統
版
後
修
本
に
拠
り
な
が
ら
略
字
を
多
く
用
い
て
関
刻
し
た
至
正
二
十
八

年
版
の
そ
れ
に
、
殆
ど
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
字
体
の
み
な
ら
ず
、

例
え
ば
第
七
巻
第
三
張
前
半
第
一
行
右
・
下
平
声
八
庚
韻
「
大
横
」
の
語

に
対
す
る
「
漢
文
紀
、
代
王
卜
之
、
兆
得
1
1
0
占
目
、

l
l
庚
々
、
予

震
天
王
。
〈
庚
々
、
横
見
〉
」
注
中
「
克
」
字
を
、
至
正
版
に
は
「
児
」
と

誤
る
処
、
当
該
の
版
に
も
「
児
」
に
誤
り
、
第
十
巻
第
三
十
五
張
前
半
第

五
行
・
上
声
十
一
一
彰
韻
「
詩
遁
緊
」
の
被
注
語
中
「
遁
」
字
を
、
至
正
版

に
は
「
道
」
と
誤
る
処
、
当
該
の
版
に
も
「
道
」
に
誤
り
、
第
十
巻
尾
題

を
至
正
版
に
は
只
「
韻
府
巻
之
十
」
に
作
る
処
、
当
該
の
版
に
も
同
様
に

作
る
等
、
至
正
版
独
自
の
特
徴
を
本
版
に
も
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
元
統
版
補
刻
本
か
ら
至
正
版
に
踏
襲
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
も
同
様
で
、

一
一
例
を
以
て
証
す
れ
ば
、
第
二
巻
第
二
張
前
半
第
三
行
右
・
上
平
声
四
支

韻
「
枝
」
字
「
草
木
」
項
の
「
嘉
枝
」
の
語
に
関
す
る
「
張
九
齢
賦
、
紫

紋
紺
理
、
黛
葉
網
枝
」
注
中
「
縮
」
字
を
、
元
統
版
補
刻
本
及
び
至
正
版

に
は
「
沸
」
に
誤
る
処
、
当
該
の
版
に
も
「
沸
」
に
誤
っ
て
い
る
。
但
し
、

こ
れ
ま
た
覆
刻
の
際
の
常
態
と
は
言
い
条
、
至
正
版
や
一
冗
統
版
補
刻
本
以

来
の
誤
り
に
つ
い
て
、
本
版
に
は
校
正
さ
れ
た
場
合
の
あ
る
こ
と
も
窺
わ

れ
る
。
即
ち
、
第
七
巻
第
一
張
前
半
第
十
行
右
・
下
平
声
八
庚
韻
「
践
更
」

の
語
に
附
さ
れ
た
「
富
者
雇
貧
者
、
月
二
千
日
i
l
(
桝
)
漢
昭
紀
注
」

注
中
「
一
雇
」
字
を
、
至
正
版
に
は
「
佳
」
に
誤
る
処
、
当
該
の
版
に
は

「
雇
」
に
正
さ
れ
、
第
二
巻
第
一
張
前
半
第
二
行
・
上
平
声
四
支
韻
、
韻

日
下
細
字
「
輿
脂
之
同
用
」
注
中
「
同
用
」
字
を
、
元
統
版
補
刻
本
及
び

至
正
版
に
は
「
司
附
」
に
誤
る
処
、
当
該
の
版
に
は
「
同
用
」
に
正
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
校
正
は
ど
の
よ
う
な
本
文
に
拠
っ
て
為
さ
れ
た
も
の

か
問
題
と
な
ろ
う
が
、
結
論
の
み
を
一
一
一
一
口
え
ば
、
恐
ら
く
は
後
出
の
新
増
説

文
本
と
対
校
の
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次

の
(
三
)
章
中
に
再
説
し
た
い
。
ま
た
本
版
の
本
文
に
つ
い
て
も
う
一
点
、

無
修
一

O
行
本
の
根
源
で
あ
る
元
統
の
開
版
か
ら
多
年
を
経
て
、
本
版
に

も
特
有
の
誤
字
や
墨
格
の
類
を
相
応
に
増
し
て
い
る
こ
と
も
一
吉
い
副
え
て

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
中
国
国
家
図
書
館
(
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
)
一
一
一
一
一
一
一
〉

二
O
冊

清
季
振
宜
・
蒋
廷
錫
旧
蔵

後
補
砂
子
散
表
紙
(
二
七
・
七
×
一
五
・
八
)
左
肩
打
付
に
「
韻
府
輩
玉
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〈
一
本
〉
」
と
書
す
。
毎
巻
一
冊
。
第
十
二
巻
第
二
十
三
張
は
補
紗
に
係

る
。
ま
た
第
一
巻
末
の
木
記
並
に
尾
題
を
欠
く
が
、
料
紙
の
欠
か
板
木
の

そ
れ
か
、
判
断
で
き
な
か
っ
た
。

首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
季
槍
葦
/
戚
書
印
」
印
影
(
季
振
宜
所
用
)
、
無

辺
方
形
陰
刻
「
蒋
印
/
廷
錫
(
蒋
廷
錫
印
)
」
印
影
を
存
す
る
、
清
朝
名

家
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。

又

後
印
(
明
嘉
靖
三
十
一
年
〔
一
五
五
二
〕
荊
衆
序
附
刻
)

当
該
の
版
に
、
嘉
靖
重
刊
の
序
文
を
附
刻
の
伝
本
が
あ
る
。
首
原
序
の
の

ち
重
刊
序
(
一
張
)
首
低
一
格
で
「
重
刊
韻
府
軍
玉
引
」
と
題
し
次
行
よ

り
本
文
「
予
以
誠
薄
承
乏
内
監
(
桝
)
而
於
諸
家
韻
書
蓋
嘗
究
心
求
其
全

備
/
無
出
瑞
陽
陰
氏
韻
府
軍
玉
之
右
者
予
/
珍
愛
之
顧
其
博
世
既
久
間
有

残
依
兼
/
字
多
批
謬
懐
誤
後
皐
亙
欲
重
刻
以
闇
/
其
議
廼
過
秘
書
河
間
李

君
正
卿
氏
圃
/
駕
既
嘉
予
志
校
雛
惟
敏
愛
考
六
経
載
/
稽
軍
籍
求
出
慮
之

真
審
音
聾
之
的
於
/
是
扶
者
補
之
説
者
正
之
而
停
是
書
復
/
為
完
美
不
惟

四
方
初
皐
有
所
資
益
其
/
於
廟
堂
之
上
費
序
之
間
皐
士
大
夫
製
/
作
信
和

之
際
未
必
無
寓
一
之
助
也
於
/
其
告
成
廼
書
此
引
其
端
観
者
其
壁
/
予
之

衷
而
母
以
為
悟
乎
/
嘉
靖
壬
子
仲
冬
朔
旦
春
山
荊
〈
緊
〉
書
」
と
あ
り
。

毎
半
張
九
行
、
毎
行
一
五
字
。
中
縫
部
「
勾
玉
引
」
と
題
す
。

〈
北
京
大
学
図
書
館

Z
の
∞
∞
∞
∞
・
斗
ωNω
・品、『〉

二
O
冊

新
補
藍
色
表
紙
(
二
八
・
二
×
一
六
・
三
糎
)
。
破
損
修
補
。
毎
冊
一
巻
。

朱
筆
を
以
て
句
点
を
施
さ
る
。

右
の
他
、
劉
承
幹
「
嘉
業
堂
善
本
書
影
」
の
目
録
に
「
前
府
群
玉
二
十

巻
〈
元
刊
本
〉
」
と
著
し
、
同
巻
四
(
子
部
)
に
掲
載
の
巻
首
一
葉
は
本

版
と
同
種
で
、
恐
ら
く
こ
の
書
に
つ
い
て
「
嘉
業
堂
蔵
書
志
」
巻
三
(
子

部
類
書
類
)
に

韻
府
軍
玉
二
十
巻
〈
明
翻
元
刻
本
〉

題
晩
皐
陰
時
夫
勤
弦
編
輯
、
新
呉
陰
中
夫
復
春
編
注
。
首
有
翰
林
勝

賓
序
、
江
村
挑
雲
序
、
越
孟
類
題
語
、
陰
竹
埜
序
、
勤
弦
、
復
春
自

序
。
又
該
載
事
目
。
是
書
有
元
元
統
梅
漢
書
院
刊
本
、
極
精
、
目
録

後
有
牌
子
。
此
本
目
録
後
有
牌
子
遁
闘
而
無
字
、
疑
矯
明
翻
元
統
本
。

と
記
し
て
い
る
(
謬
茎
孫
稿
)
。
こ
の
中
に
「
此
本
目
録
後
有
牌
子
遁
関

而
無
字
」
と
言
う
の
は
、
本
版
の
著
し
い
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
現
在
『
湖

南
省
古
籍
善
本
書
目
』
等
、
中
国
各
地
図
書
館
の
書
目
類
に
「
明
嘉
靖

十
一
年
荊
緊
刻
本
」
等
と
著
録
の
諸
本
も
同
版
に
出
る
も
の
と
思
う
が
、



調
査
の
暇
を
得
な
い
。
韓
国
・
高
麗
大
学
校
『
石
洲
文
庫
目
録
』
類
書
類

に
も
同
行
款
問
版
式
の
一
本
(
零
本
一
六
冊
、
重
刊
引
「
嘉
靖
壬
子
仲
冬

朔
旦
春
山
荊
緊
書
」
、
刊
記
「
正
統
丁
巳
仲
秋
安
定
書
堂
新
刊
」
)
を
録
し

て
い
る
。
さ
ら
に
柳
田
征
司
氏
の
「
『
玉
塵
」
の
原
典
『
韻
府
群
玉
』

つ
い
て
」
(
山
田
忠
雄
氏
編
『
闘
語
史
撃
の
矯
に
」
昭
和
六
十
一
年
五
月
・

笠
間
書
院
、
濯
物
川
ー
刊
嶋
抄
物
の
研
究
」
〔
平
成
十
年
・
武
蔵
野
書
院
〕

に
追
補
再
録
)
中
に
「
正
統
二
年
版
」
と
し
て
紹
介
の
亀
井
孝
氏
旧
蔵
本

も
、
第
一
巻
末
の
木
記
、

一
部
引
用
の
本
文
等
か
ら
は
本
版
の
如
く
に
思

わ
れ
る
が
不
明
で
あ
る
。

本
版
は
、
第
一
巻
末
の
木
記
に
従
え
ば
明
正
統
二
年
ご
五
五
二
)
安

定
書
堂
刊
本
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
版
式
、
字
様
も
そ
の
年
次
に
相
応
し

く
思
わ
れ
る
が
、
当
該
の
木
記
の
在
り
方
自
体
は
少
し
く
不
自
然
で
あ
る
。

上
述
の
如
く
本
版
は
元
至
正
二
十
八
年
版
の
覆
刻
と
見
ら
れ
る
の
だ
が
、

至
正
版
に
限
ら
ず
無
修
一

O
行
本
系
の
款
式
で
は
目
録
末
張
の
後
半
に
木

記
を
置
き
、
ま
た
本
版
で
木
記
を
置
い
て
い
る
第
一
巻
尾
に
は
、
末
張
前

半
の
末
行
に
「
韻
府
軍
玉
巻
之
こ
の
尾
題
が
あ
り
、
同
行
下
方
に
「
上

平
聾
」
の
声
日
を
存
し
、
こ
の
位
置
に
は
木
記
を
設
け
な
い
の
が
通
例
で

あ
る
。
然
る
に
こ
の
版
で
は
、
目
録
末
張
に
は
辺
欄
の
み
の
木
牌
を
存
し
、

第
一
巻
尾
で
は
、
前
半
張
に
は
尾
題
を
欠
い
て
下
方
の
声
日
の
み
を
存
し
、

他
版
に
は
刻
文
の
な
い
後
半
張
に
木
記
を
置
い
て
、
後
半
張
の
末
行
に
あ

ら
た
め
て
尾
題
を
配
す
る
結
構
で
あ
る
。
尾
題
等
の
変
更
は
、
前
半
張
に

能
白
の
な
い
第
一
巻
末
に
木
記
を
配
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
理
解
で
き

る
。
し
か
し
こ
の
木
記
の
内
容
は
、
本
書
に
『
説
文
」
を
増
入
し
た
新
増

説
文
本
中
の
一
種
で
「
(
位
枇
)
正
統
丁
巳
孟
春
梁
氏
安
定
堂
謹
白
」
の
告

文
を
有
す
る
明
版
の
牌
記
と
近
似
し
て
い
る
。
梁
氏
安
定
堂
の
告
文
は
、

無
修
一

O
行
本
に
同
じ
く
目
録
の
末
に
置
か
れ
、
木
牌
中
に
八
行
(
無
界
)

で
刻
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
本
版
で
は
そ
の
位
置
に
辺
欄
の
み
の
八
行
の

木
牌
が
あ
り
、
加
え
て
木
牌
の
あ
る
半
張
の
み
は
頁
全
体
に
も
十
一
行
と

さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
広
く
新
増
説
文
本
の
用
い
た
款
式
と
同
様
で
あ
る
。

こ
う
し
た
情
況
を
種
々
勘
案
す
る
と
、
本
版
の
木
記
は
明
ら
か
に
梁
氏
安

定
堂
刻
本
と
の
接
触
に
よ
っ
て
附
加
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
本
文
上
も
新
増
説
文
本
と
の
接
触
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
符
契
を

合
し
て
い
る
。
何
故
こ
の
よ
う
な
措
置
が
加
え
ら
れ
た
も
の
か
必
ず
し
も

明
ら
か
で
な
い
が
、
本
稿
で
は
一
先
ず
次
の
よ
う
な
仮
説
に
よ
っ
て
著
録

し
た
。
本
版
は
基
本
的
に
元
至
正
二
十
八
年
刊
本
の
覆
刻
で
あ
る
。
し
か

し
同
本
に
は
誤
字
や
墨
格
も
多
い
の
で
、
新
増
説
文
本
を
以
て
対
校
を
加

え
た
。
こ
の
新
増
説
文
本
と
は
恐
ら
く
正
統
了
巳
二
年
の
梁
氏
安
定
堂
刊

本
で
あ
っ
た
が
、
本
版
で
は
そ
の
牌
記
を
も
流
用
し
て
無
修
一

O
行
本
中
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に
補
お
う
と
し
た
。
但
し
そ
の
位
置
を
第
一
巻
末
に
変
更
し
、
そ
の
た
め

に
無
修
本
の
尾
題
等
の
款
式
に
も
手
を
加
え
、
目
録
末
の
木
牌
は
無
文
と

し
た
。
態
々
か
か
る
操
作
を
加
え
た
開
版
者
が
、
正
統
二
年
の
は
じ
め
に

新
増
説
文
本
を
刊
刻
し
た
ば
か
り
で
あ
る
当
の
梁
氏
安
定
堂
自
身
と
は
思

わ
れ
な
い
し
、
も
し
安
定
堂
が
板
木
を
買
収
し
た
の
だ
と
す
る
と
既
に
本

文
の
校
改
さ
れ
て
い
る
点
を
解
し
か
ね
る
の
で
、
や
は
り
本
版
の
刊
行
を

正
統
の
木
記
に
懸
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
版
は
、
そ
の
版
式
、
字
様

か
ら
推
し
て
、
正
統
二
年
を
あ
ま
り
降
ら
な
い
明
前
期
の
刊
刻
と
思
わ
れ

る
。
な
お
本
版
を
、

一
部
伝
本
に
附
刻
す
る
嘉
靖
三
十
一
年
の
序
文
に
ょ
っ

て
嘉
靖
刊
と
録
す
る
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
版
式
、
字
様
は
嘉

靖
ま
で
降
る
も
の
と
は
見
ら
れ
ず
、
仮
に
嘉
靖
の
重
刊
と
す
る
と
正
統
の

木
記
は
底
本
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
又
一
版
を

案
出
、
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
本
来
底
本
は
元
至
正
二
十
八
年

の
秀
岩
書
堂
刊
本
で
あ
り
、
別
版
の
木
記
を
、
手
を
加
え
て
ま
で
底
本
の

も
の
と
し
て
増
入
し
た
と
い
う
の
は
不
審
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
重
刊
序

は
後
印
時
の
鮒
刻
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同

〔
明
中
期
〕
刊

覆
〔
明
前
期
〕
刊
本

前
掲
〔
明
前
期
〕
刊
本
と
同
行
款
の
翻
版
で
、
巻
首
題
下
の
声
自
の
標
示

を
墨
囲
し
な
い
点
に
特
色
が
あ
り
、
ま
た
版
心
に
も
特
徴
が
あ
る
。
底
本

に
あ
っ
た
目
録
末
の
木
牌
辺
欄
や
第
一
巻
尾
の
木
記
は
な
い
。

四
周
双
辺
(
二
二
・
七
×
二
ニ
・
五
糎
)
。
版
心
、
粗
黒
口

双
線
黒
魚
尾
(
附
)
、
中
縫
部
「
韻
府
軍
玉
幾
」
と
題
す
。

(
馬
郡
周
)

〈
東
京
大
学
総
合
図
書
館

D
四
0
・
六
七
四
〉

一O
冊

新
補
群
青
色
表
紙
会
二
・
三
×
一
七
・
二
糎
)
次
で
後
補
水
色
牡
丹
花

文
打
出
裂
表
紙
を
存
し
、
左
肩
同
色
裂
地
に
双
辺
「
韻
府
軍
玉
〈
甲
(
|

発
)
/
何
聾
〉
」
摺
り
題
築
、
右
肩
よ
り
同
工
「
何
聾
/
(
叫
格
)
一
東

二
冬
/
(
軒
)
」
声
、
韻
目
摺
り
題
築
を
貼
附
す
。
本
文
白
棉
紙
。

毎
冊
二
巻
。
極
稀
に
墨
筆
を
以
て
校
注
書
入
あ
り
。

毎
巻
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
子
/
長
」
朱
印
影
を
存
す
。
本
版
に
は
現
在

ま
で
他
の
伝
本
を
見
な
い
。

同

〔
朝
鮮
〕
刊

覆
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本

元
元
統
二
年
刊
本
に
拠
っ
た
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
と
同
行
款
の
翻
版
で
、

A
吐



〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
と
著
録
の
も
の
と
は
別
種
で
あ
る
。
字
様
か
ら
見
て
前

稿
紹
介
の
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
第
十
九

二
十
巻
に
補
配
の
も
の
と
問
種
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
後
掲
の
布
施
美

術
館
蔵
本
の
第
一
・
ニ
巻
と
併
せ
て
都
合
四
巻
し
か
目
賭
し
て
い
な
い
が
、

そ
の
限
り
に
於
い
て
、
字
様
を
除
き
版
式
上
は
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
と
変

わ
る
所
が
殆
ど
な
い
。
同
じ
く
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
に
基
づ
く
〔
朝
鮮
前

期
〕
刊
本
を
覆
刻
の
底
本
と
考
え
な
い
の
は
、
専
ら
本
文
上
の
僅
か
な
異

同
に
拠
っ
て
い
る
。
本
版
と
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本
の
開
刻
の
先
後
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
所
不
明
で
あ
る
。
な
お
前
稿
で
は
東
大
本
補
配
分
を
独
立

に
掲
げ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
に
補
っ
て
置
き
た
い
。

四
周
双
辺
(
一
九
・
九
×
一
二
・
四
糎
)
版
心
、
中
黒
口
(
崎
明
剛
周
)

0

一一一

(
1十
崎
浦
肉
一
)
黒
魚
尾
(
畑
作
伽
叫
ん
竹
川
)
(
肝
京
駐
下
)
第
一
一
(
伸
一
議
一
一
一
)
魚
尾

下
張
付
。
こ
れ
も
す
法
を
除
い
て
底
本
と
同
様
で
あ
る
。

〈
布
施
美
術
館

一
一
一
一
一
〉

一
冊

存
巻
一
・
二

後
補
渋
引
漉
自
艶
出
朝
鮮
表
紙
(
二
四
・
六
×
一
六
・

O
糎
)
左
一
屑
打
付

に
「
韻
府

〈
共
十

日
〉
」
と
書
し
、
右
肩
よ
り
打
付
に
同
筆
で
声
、

韻
目
を
書
す
。
天
地
裁
断
。
前
表
紙
内
側
に
朝
鮮
人
の
手
跡
あ
り
。
見
返

し
大
亜
字
牌
中
「
麿
夢
山
(
繍
)
」
と
刻
す
。
こ
の
部
分
、
牌
外
に
も
板

木
の
地
が
見
え
る
の
で
印
章
の
如
き
も
の
で
は
な
い
が
、
見
返
し
部
の
紙

質
は
本
文
よ
り
や
や
粗
で
後
に
補
っ
た
も
の
と
見
え
、
封
面
の
如
き
元
来

一
具
の
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
今
、
さ
ら
に
朱
筆
を
以
て
「
消
却
」

と
重
書
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
人
の
手
と
思
わ
れ
る
墨
筆
を
以
て
、
欄
上
に
標
字
注
書
入
あ
り
。

首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
要
/
門
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

別
霞
・
甲
三
五
の
う
ち
〉

巻
一
・
二
、
五
i
十
八
補
配
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本

巻
一
ニ
・
四
補
配
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本

第
十
九
・
二
十
巻
を
存
す
(
一

O
冊
の
う
ち
一
冊
)
。
本
文
格
紙
。

欄
上
に
韻
日
を
墨
書
、
こ
れ
は
邦
人
の
手
と
思
わ
れ
る
。

冊
首
に
鼎
形
陽
刻
「
観
/
静
庵
/
夫
」
朱
印
影
を
存
す
。
詳
細
前
稿
掲
載
。
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(
三
)
諸
版
本
の
関
係
に
つ
い
て
(
再
説
)

上
述
の
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
及
び
(
二
)
拾
遺
三
版
を
加
え
て
、

無
修
一

O
行
本
系
諸
版
の
大
ま
か
な
依
拠
関
係
を
図
示
す
れ
ば
、
左
の
如

く
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
個
別
に
は
底
本
に
従
わ
ず
他
本
を
以
て
校
改
し
た

点
も
あ
る
の
で
、
実
情
は
さ
ら
に
複
雑
な
も
の
で
あ
る
。

元
元
統
二
年
刊
本

↓
〔
日
本
南
北
朝
〕
刊
本

↓
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本

↓
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
↓
〔
朝
鮮
〕
刊
本

↓
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本

又

後
修
本

↓
元
至
正
二
十
八
年
刊
本

↓
〔
明
前
期
〕
刊
本
↓
〔
明
中
期
〕
刊
本

先
ず
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
本
稿
(
一
)
の

末
に
論
じ
た
よ
う
に
、
本
版
の
底
本
は
元
元
統
二
年
刊
刻
の
未
修
本
で
あ

る
。
し
か
し
乍
ら
本
版
の
特
点
は
、
寧
ろ
本
文
の
盛
ん
な
校
改
に
あ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
校
改
の
来
源
に
つ
い
て
も
少
し
く
附
言
し
て
置
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
以
下
に
他
版
と
の
比
較
を
加
え
て
行
く
が
、
前
記
の
如
く
本
版

は
、
分
韻
の
変
更
等
に
伴
っ
て
他
の
無
修
本
と
は
款
式
を
同
じ
く
し
な
い
。

本
来
な
ら
、
両
者
の
行
格
を
示
し
な
が
ら
論
じ
て
行
く
べ
き
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
本
版
に
於
け
る
記
事
の
移
動
は
ほ
ぼ
検
出
可
能
な
範
囲
内
と
も

思
わ
れ
る
の
で
、
煩
を
避
け
て
無
修
本
の
張
数
の
み
を
以
て
示
す
こ
と
に

す
る
。さ

て
本
版
校
改
の
端
的
に
窺
わ
れ
る
箇
処
は
、
底
本
に
墨
格
ま
た
は
誤

刻
の
文
字
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
に
関
し
て
本
版
の
処
遇
を
点
検
し
て

み
る
と
、
多
く
の
場
合
、
何
ら
か
の
措
置
の
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

例
え
ば
第
二
巻
第
十
一
張
(
以
下
「
二
|
十
こ
の
知
く
表
記
)
・
上
平

声
四
支
韻
「
赤
蛸
」
注
「
・
・
!
i
。
子
虚
」
の
如
き
、
元
統
版
に
墨
格

の
箇
処
を
、
本
版
に
は
「
蚊
龍
」
に
作
る
。
こ
の
「
蚊
龍
赤
鯛
」
と
は
、

標
示
の
「
子
虚
賦
」
で
は
な
く
、
同
じ
司
馬
相
如
の
「
上
林
賦
」
中
の
句

で
あ
る
。
ま
た
四
|
五
十
五
・
上
平
声
十
四
寒
韻
「
壷
道
休
官
」
注
に
元

統
版
「
僧
霊
徹
答
常
丹
、
相
逢
1
1
1
1
去
、
林
下
何
曽
見
一
人
。
雲
渓

友
V
A
」
と
あ
る
処
、
こ
の
中
の
「
常
」
を
本
版
に
は
「
章
」
に
作
り
、

「
章
丹
」
と
は
人
名
で
あ
っ
て
現
行
の
『
雲
渓
友
議
」
巻
四
に
照
ら
し
て



も
平
年
」
が
正
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
本
文
は
、
当
該
〔
明
洪
武
八
年
序
〕

刊
本
の
参
照
し
得
た
他
版
を
検
し
て
も
同
文
を
得
ず
、
本
版
独
自
の
改
字

に
係
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
。
ま
た
底
本
に
支
障
の
笛
処
を
離
れ
て
も
、

八
i

三
十
五
・
下
平
声
十
二
侵
韻
「
還
一
侠
客
金
」
注
に
「
李
勉
少
貧
。
遊

侠
諸
生
持
死
出
白
金
目
、
幸
君
以
此
潟
葬
、
余
則
君
白
取
之
。
既
葬
、
勉

置
余
金
棺
下
。
後
其
家
掲
、
勉
其
起
墓
出
金
付
之
。
本
」
と
あ
る
中
の

「
其
家
靖
、
勉
其
起
墓
」
の
文
字
は
、

一
応
は
意
を
通
ず
る
も
の
の
や
や

不
審
で
あ
る
が
、
本
版
に
は
「
其
家
謁
勉
、
共
啓
墓
」
に
作
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
『
新
唐
書
」
李
勉
伝
に
照
ら
し
て
も
正
文
で
あ
る
。
一
方
、
二
is--

八
・
上
平
声
四
支
韻
「
遇
以
常
児
」
注
に
「
謝
恵
連
初
不
矯
父
方
明
所
知
。

族
兄
霊
運
日
、
阿
連
才
悟
如
此
、
而
尊
作
常
児
i
之
」
と
あ
る
「
作
」
の

字
を
、
本
版
に
は
「
叔
」
に
作
る
。
こ
れ
は
「
南
史
』
謝
霊
一
運
伝
に
「
恵

連
幼
有
奇
才
、
不
矯
父
方
明
所
知
(
中
略
)
霊
運
又
以
矯
絶
倫
、
謂
方
明

目
、
阿
連
才
惜
如
此
、
而
尊
作
常
児
遇
之
」
と
あ
っ
て
(
「
宋
書
」
謝
霊

運
伝
も
同
様
)
本
来
「
作
」
の
字
を
正
と
す
る
。
本
版
に
は
、
謝
霊
運
と

謝
方
明
の
係
属
で
あ
る
意
を
以
て
「
尊
叔
」
と
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

か
か
る
改
字
は
み
な
先
行
の
他
版
に
見
え
ず
、
本
版
の
刊
刻
に
際
し
て
は

入
念
か
つ
積
極
的
な
校
改
の
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
る
。
そ
の
他
、
底
本
の

略
体
字
や
通
用
字
を
改
め
た
場
合
が
日
に
着
く
。
例
え
ば
「
録
」
「
欧
」

「
義
」
「
麗
」
「
濁
」
「
遺
」
「
銭
」
「
貌
」
「
猶
(
尤
)
」
「
徴
(
証
)
」
「
排

(
下
)
」
「
財
(
才
)
」
「
登
(
等
)
」
「
葺
(
萎
)
」
等
、
正
体
に
改
め
て
い
る

の
も
、
坊
刻
本
の
多
い
本
書
諸
版
の
中
で
は
、
本
版
に
特
異
の
変
更
で
あ

る
。
前
稿
に
一
記
し
た
本
版
の
来
歴
を
考
え
る
と
、
明
朝
に
於
い
て
、
恐
ら

く
は
洪
武
韻
の
普
及
を
図
る
た
め
に
改
編
、
開
刻
さ
れ
た
の
が
本
版
で
あ
っ

た
か
ら
〔
前
稿
三
六
八
頁
・
宋
諌
「
韻
府
群
玉
談
題
」
等
、

ま
た
本
稿

(
一
)
章
参
照
〕
、
そ
の
校
字
作
業
は
、
因
子
監
の
権
威
を
委
ね
ら
れ
た
学

士
、
生
員
の
手
に
よ
り
、
そ
れ
ら
は
あ
る
程
度
の
規
範
意
識
に
基
づ
く
入

念
な
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
本
版
本
文
の
一
不
す
位
相
は
、
そ
う
し

た
刊
刻
の
経
緯
に
も
照
応
す
る
特
異
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
上
記
以
外
に
、
他
版
に
拠
る
校
改
も
認
め
ら
れ
る
の
で
記
し
て
置

き
た
い
。
元
統
版
の
二

l
三
十
九
・
上
平
声
六
魚
韻
「
紅
裳
人
魚
」
注

「
又
謝
伸
圏
見
婦
人
出
没
波
中
、
腰
巴
下
皆
魚
也
。
稽
神
録
」
中
の
墨
格

を
、
本
版
に
は
「
玉
」
に
作
り
、
又
同
じ
く
七

i
三
・
下
平
声
八
庚
韻

「
三
彰
」
注
中
「
殺
三
虫
即
l
l
。
柳
。

l
l
者
彰
質
、
彰
盟
、
彰
居
」

中
の
墨
格
を
「
矯
」
に
、
十
五

i
五
十
三
・
去
声
二
十
一
筒
韻
「
牛
酒
補
」

注
中
「
肯
教
i
i
i
、
詩
腸
韓
関
翻
言
。
杜
甫
」
中
の
墨
格
を
「
此
詩
」

に
作
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
校
改
の
当
否
は
別
と
し
て
も
、
元
統
版
補
刻

本
、
至
正
二
十
八
年
刊
本
は
何
れ
も
元
統
版
の
墨
格
を
踏
襲
す
る
の
に
対

A
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し
、
本
版
に
は
何
等
か
の
文
字
が
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
字
は
、

本
版
に
先
行
す
る
無
修
一

O
行
本
に
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
は
半

面
一
一
行
の
新
増
説
文
本
(
〈
元
至
正
十
六
年
刊
〉
本
は
本
版
に
先
行
)

に
即
て
当
該
の
箇
処
を
検
し
て
行
く
と
、
本
版
同
様
の
文
字
が
宛
ら
れ
て

い
る
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
例
え
ば
元
統
版
補
刻
本
十
五
|

三
十
・
去
声
十
'
七
薮
韻
「
見
蔑
面
」
注
に
「
子
産
始
知
然
明
日
、
包
日
吾
1
1

之

l
而
巳
、
今
吾
見
其
心
也
。
嚢
廿
・
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
本
来
「
左
伝
』

裏
公
二
十
五
年
十
二
月
の
記
事
で
、
墨
格
は
「
五
」
と
改
正
す
べ
き
所
、

本
版
に
は
「
年
」
と
誤
っ
て
い
る
点
さ
え
も
、
新
増
説
文
本
の
当
該
箇
処

に
合
致
し
て
い
る
。
但
し
こ
の
よ
う
な
新
増
説
文
本
と
の
合
致
は
、
ほ
ぽ

底
本
墨
格
の
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
本
版
は
無
修
一

O

本
に
し
て
し
か
も
大
幅
な
改
編
を
伴
い
、
他
方
の
新
増
説
文
本
は
増
修
一

一
行
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
行
款
に
は
懸
隔
が
大
き
い
。
し
か
し
本
節
に

示
し
た
校
改
の
来
源
は
こ
の
新
増
説
文
本
以
外
に
は
認
め
難
い
の
で
あ
っ

て
、
文
字
標
記
を
介
し
て
両
者
の
校
雛
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
切
り

接
ぎ
し
て
洪
武
韻
に
改
編
す
る
前
の
段
階
で
校
合
し
た
と
考
え
れ
ば
、
そ

れ
程
の
難
事
業
で
は
な
い
。
無
修
本
系
統
の
翻
版
に
於
い
て
も
、
文
字
校

改
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
新
増
説
文
本
の
影
響
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
あ
る
。

新
増
説
文
本
と
の
校
合
と
い
う
こ
と
で
は
、
本
稿
(
二
)
章
に
紹
介
し

た
〔
明
前
期
〕
刊
本
に
も
、
そ
の
可
能
性
の
認
め
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
若

干
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
本
版
の
底
本
で
あ
る
元
至
正
二
十
八
刊
本
の
、
二
ー

三
十
九
・
上
平
声
六
魚
韻
「
紅
裳
人
魚
」
注
「
又
謝
仲
・
見
婦
人
出
没
波

中
、
腰
己
下
皆
魚
也
。
稽
神
録
」
の
語
中
の
墨
格
は
、
至
正
版
の
底
本
で

あ
る
元
統
版
後
修
本
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
本
版
に
は
こ
れ
を
「
玉
」
に

校
改
し
て
い
る
が
、
そ
の
来
源
は
新
増
説
文
本
か
、
同
系
本
の
影
響
を
被
つ

た
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
の
い
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
。
又
七
|
三
・
下

平
声
八
庚
韻
「
一
二
彰
」
注
「
殺
三
虫
即
1
1
。
柳
。

l
l重
量
、
彰
・
、

彰
居
」
中
の
墨
格
も
、
そ
の
由
来
は
同
様
で
あ
る
が
、
本
版
に
は
「
矯
」

に
校
改
し
、
や
は
り
新
増
説
文
本
か
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
に
拠
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
校
改
は
数
多
く
、
こ
れ
ら
の
例
の
み
か
ら
は
、

本
版
の
拠
っ
た
校
合
本
文
が
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
で
あ
っ
た
可
能
性

も
残
る
が
、
例
え
ば
二

l
T
一
・
上
平
声
四
支
韻
「
赤
蛸
」
注
「
圃
圃
1
1
0

子
虚
」
中
の
墨
格
を
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
は
「
蚊
龍
」
と
改
め
て
い

る
の
に
、
本
版
に
は
新
増
説
文
本
と
同
様
に
「
0
0」
の
符
号
を
以
て
対

処
し
て
い
る
こ
と
、
又
本
版
に
於
け
る
牌
記
の
在
り
方
(
前
章
参
照
)
等

を
勘
案
す
る
と
、
先
ず
こ
れ
ら
は
、
直
接
も
と
の
新
増
説
文
本
に
拠
っ
た

も
の
と
見
て
よ
い
。
な
お
元
統
版
及
び
底
本
の
八
|
十
八
・
下
平
声
十
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侵
韻
「
鈎
斡
」
注
「
雲
木
叫
1
1
0
林
通
」
中
「
通
」
の
誤
字
を
、
本
版

に
は
「
遁
」
に
改
正
し
て
あ
る
が
)
、
こ
れ
は
新
増
説
文
本
に
は
「
通
」
の

ま
ま
、
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
で
は
「
遁
」
と
校
改
し
で
あ
り
、
洪
武

本
に
拠
る
か
と
も
見
え
る
が
、
全
体
の
傾
向
と
見
る
に
は
及
ば
ず
、
こ
の

程
度
は
本
版
独
自
に
も
改
正
し
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
本
版
本

文
に
つ
い
て
は
精
査
に
及
ん
で
い
な
い
た
め
に
、
新
増
説
文
本
系
統
中
の

如
何
な
る
本
文
を
用
い
た
か
は
確
定
で
き
ず
、
牌
記
の
内
容
か
ら
は
、

〈
元
至
正
十
六
年
劉
氏
日
新
堂
刊
〉
本
で
は
な
く
、
後
続
の
翻
版
で
あ
る

明
正
統
二
年
梁
氏
安
定
堂
刊
本
と
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
本

文
上
は
こ
れ
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
続
稿
を

期
し
た
い
。

上
述
の
よ
う
に
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
、
〔
明
前
期
〕
刊
本
の
本
文

と
そ
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
こ
に
新
増
説
文
本
か
ら
の
影
響
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
前
稿
に
記
し
た
諸
版
の
性
質
に
つ
い
て
も
、

更
に
補
い
正
す
必
要
を
生
ず
る
。
前
稿
第
三
章
に
「
版
本
考
」
と
題
し
て

検
証
を
加
え
た
の
は
、
大
略
は
覆
刻
の
関
係
に
よ
っ
て
整
理
で
き
る
無
修

本
「
韻
府
群
玉
」
諸
版
が
、
し
か
し
そ
の
詳
細
な
実
情
に
於
い
て
は
単
純

な
覆
刻
と
見
倣
し
得
ず
、
覆
刻
時
の
批
謬
を
除
い
て
も
、
他
版
の
干
渉
ま

た
は
諸
版
各
様
の
校
正
の
影
響
を
蒙
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
い
う
点
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
元
元
統
二
年
刊
本
の
最
も
忠
実
な
翻
版
で
あ
る
〔
日
本

南
北
朝
〕
刊
本
に
於
い
て
さ
え
、
元
歪
正
二
十
八
年
刊
本
と
の
校
合
に
よ

る
改
刻
の
事
実
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
こ
と
は
本
文
自
体
か
ら
そ
う
考
え
ら

れ
る
の
み
で
な
く
、
本
格
的
な
印
行
以
前
の
校
改
の
情
況
を
窺
わ
し
め
る

零
葉
の
伝
存
に
よ
っ
て
も
証
し
得
る
事
柄
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
我
が

国
中
世
期
に
於
け
る
版
刻
の
実
情
を
知
る
上
で
は
格
別
の
意
味
が
あ
り
、

本
邦
で
の
関
版
も
多
様
な
唐
本
の
流
入
を
背
景
に
行
わ
れ
、

一
版
本
の
覆

刻
と
言
っ
て
も
偶
発
的
に
為
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
版
種
の
採
否
、
又

実
際
に
使
用
す
る
底
本
の
取
捨
に
つ
い
て
充
分
な
吟
味
を
経
て
い
た
こ
と

を
徴
証
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
版
刻
の
情
況
は
、
底
本
採

択
の
後
に
も
校
合
改
刻
と
い
う
形
で
影
響
を
及
ぼ
し
、
新
版
の
本
文
中
に

そ
の
片
鱗
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
事
情
は
『
韻
府
群
玉
」

を
離
れ
て
も
、
本
邦
中
世
期
以
来
伝
存
の
漢
籍
諸
本
に
執
掲
な
校
合
の
痕

跡
が
一
不
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
通
底
し
、
既
に
柳
田
征
司
氏
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
が
)
、
漢
籍
抄
物
に
於
け
る
底
本
採
択
の
在
り
方
、
又
当
時
の
学
問

注
釈
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
本
邦
関
刻
本
に
対
す
る
や
や
慎
重
な
態
度

と
も
撲
を
一
に
す
る
事
柄
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
す
る
考
証
は
、
前
稿

校
了
後
に
知
見
し
得
た
数
点
の
伝
本
を
考
慮
に
入
れ
て
も
修
正
を
要
し
な
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い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
又
前
稿
で
は
〔
日
本
南
北
朝
〕
刊
本
の
場

合
と
対
比
し
て
、
朝
鮮
刊
刻
の
両
版
に
於
け
る
文
字
の
改
正
、
特
に
〔
朝

鮮
前
期
〕
刊
本
の
印
面
か
ら
窺
わ
れ
る
文
字
の
知
改
と
、
そ
の
改
刻
の
前

提
と
な
る
べ
き
校
合
の
在
り
方
を
検
討
し
て
、
他
版
の
み
な
ら
ず
出
典
に

遡
つ
て
の
本
文
の
整
備
が
取
行
わ
れ
て
い
る
点
を
以
て
当
該
版
本
を
特
徴

付
け
、
「
朝
鮮
で
は
補
刻
を
交
え
た
一
冗
統
本
を
底
本
と
し
て
覆
刻
が
行
わ

れ
、
そ
の
過
程
で
底
本
の
墨
格
を
除
く
作
業
が
施
さ
れ
た
が
、
結
果
と
し

て
一
部
に
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
系
統
の
本
文
を
容
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
後
に
こ
の
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
を
底
本
と
し
て
再
度
覆
刻
が
企

て
ら
れ
、
墨
格
の
除
去
が
徹
底
さ
れ
た
他
、
彫
版
の
途
上
、
正
字
正
文
を

得
ょ
う
と
す
る
規
範
意
識
に
基
づ
い
て
更
に
校
正
が
加
え
ら
れ
、
出
典
に

立
ち
戻
っ
て
文
字
を
改
め
る
作
業
を
経
て
、
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本
の
印
行

を
見
た
」
と
結
論
し
た
〔
前
稿
四
O
五
頁
〕
。
朝
鮮
版
両
種
に
於
け
る
盛

ん
な
本
文
校
改
の
様
子
は
、
本
稿
に
前
掲
し
た
数
種
の
追
加
伝
本
に
も
窺

わ
れ
る
所
で
、
早
印
本
に
よ
っ
て
も
そ
う
し
た
情
況
を
確
か
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
現
象
は
本
格
的
印
行
後
の
修
刻
に
よ
る
の
で
は
な
く
、

開
版
時
の
校
正
作
業
に
由
来
す
る
も
の
と
し
た
前
稿
の
仮
説
は
、
よ
り
一

層
確
実
な
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
追
加
伝
本
の
料
紙
の
情
況
か
ら
、
両
版

と
も
に
十
六
世
紀
以
前
に
於
け
る
李
朝
内
府
の
印
行
に
係
る
も
の
と
思
わ

し
き
点
が
、
新
た
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
、

両
版
の
校
正
の
実
情
に
つ
い
て
、
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
を
「
一
部
に
〔
明

洪
武
八
年
序
〕
刊
本
系
統
の
本
文
を
容
れ
」
た
も
の
と
し
、
〔
朝
鮮
前
期
〕

刊
本
を
「
正
字
正
文
を
得
ょ
う
と
す
る
規
範
意
識
に
基
づ
い
て
更
に
校
正

が
加
え
ら
れ
、
出
典
に
立
ち
戻
っ
て
文
字
を
改
め
る
作
業
を
経
」
た
も
の

と
断
じ
た
点
に
つ
い
て
は
、
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
所
以
は
、
前
稿
に
於
い
て
両
版
の
本
文
と
元
統
版
の
そ
れ
と
を
比
較
考

証
し
た
異
同
箇
処
に
つ
い
て
、
両
版
に
特
異
と
見
ら
れ
た
点
は
、
実
は
悉

く
新
増
説
文
本
ま
た
は
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
の
形
に
合
致
す
る
こ
と

が
判
明
し
た
か
ら
で
あ
る
。
以
下
そ
の
点
に
つ
い
て
例
証
し
、
新
た
に
所

見
を
述
べ
て
置
く
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
新
増
説
文
本
に
つ
い
て
は
版
種
、

伝
本
の
解
題
を
加
え
て
い
な
い
が
、
当
面
は
便
宜
上
、
第
一
次
の
版
刻
と

思
し
き
〈
元
至
正
十
六
年
(
一
三
五
六
)
劉
氏
日
新
堂
刊
〉
本
に
よ
っ
て

論
ず
る
も
の
と
す
る
。

先
ず
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
に
つ
い
て
見
て
行
こ
う
。
当
該
版
の
底
本
は

諸
般
の
事
情
か
ら
、
主
に
は
元
元
統
二
年
刊
本
で
あ
る
と
見
て
誤
り
な
い
。

し
か
し
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
に
特
異
な
点
と
し
て
、
元
統
版
に
は
墨
格
で

正
字
を
得
な
い
箇
処
の
多
く
に
、
然
る
べ
き
文
字
を
以
て
本
文
の
補
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
〔
前
稿
三
七
二
頁
・
表
一
〕
。
例
え
ば
二
|
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三
十
九
・
上
平
声
六
魚
韻
「
紅
裳
人
魚
」
注
中
「
又
謝
仲
圏
見
婦
人
出
没

波
中
、
腰
己
下
皆
魚
也
。
稽
神
録
」
の
「
瞳
」
を
、
当
該
の
版
に
は
「
玉
」

に
作
る
。
又
七
|
三
・
下
平
声
八
庚
韻
「
三
彰
」
注
中
「
殺
三
虫
即
l

l

(柳)。

l
l
者
彰
質
、
彰
盤
、
彰
居
」

の

「
圏
」
を
、
当
該
の
版
に
は

「
矯
」
に
作
る
。
又
十
五
!
五
十
三
張
後
半
第
八
行
左
・
去
声
二
十
一
箇

韻
「
牛
酒
椀
」
注
中
「
肯
教
1
1
1
、
詩
腸
覇
圏
翻
言
。
社
甫
」
を
、
当

該
の
版
に
は
「
此
詩
」
に
作
る
。
こ
れ
ら
の
墨
格
校
改
に
つ
い
て
は
、

第
十
五
巻
中
の
数
例
に
つ
い
て
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
残
巻
の
文
字
と

合
致
し
た
こ
と
か
ら
、
前
稿
中
に
「
底
本
に
不
明
の
箇
処
を
、
洪
武
本

(
も
し
く
は
そ
の
依
拠
本
、
以
下
問
)
に
よ
っ
て
補
っ
た
よ
う
に
も
見
え

る
」
と
推
断
し
た
〔
前
稿
三
七
四
頁
〕
。
ま
た
そ
の
後
、
第
十
五
巻
以
外

の
例
に
つ
い
て
も
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
と
合
致
す
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
し
か
し
洪
武
本
に
拠
っ
た
と
し
た
点
は
早
計
で
、
実
は
洪
武
本
の
当

該
箇
処
は
、
悉
く
新
増
説
文
本
に
よ
っ
て
校
改
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

前
節
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
前
稿
に
考
慮
を
欠
い
て

居
り
、
現
状
か
ら
す
れ
ば
〔
明
洪
武
八
年
序
)
刊
本
も
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊

本
も
共
に
、
新
増
説
文
本
に
拠
っ
て
校
改
し
た
と
見
て
差
し
支
え
な
い
こ

と
に
な
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
刻
と
思
わ
し

き
在
韓
伝
本
に
附
載
し
「
東
文
選
」
巻
百
三
に
も
収
め
る
南
秀
文
「
韻
府

群
玉
蹴
」
の
記
述
で
、
こ
れ
に
「
愛
命
集
賢
殿
出
経
築
所
載
善
本
二
部
、

参
校
送
之
」
と
あ
る
中
の
「
善
本
二
部
」
と
は
、
そ
の
一
方
は
底
本
の
元

統
版
で
あ
る
と
し
て
、
も
う
一
方
は
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
で
あ
っ
た

か
新
増
説
文
本
で
あ
っ
た
か
、
俄
に
は
判
定
し
難
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
ま
た
寧
ろ
、
消
極
的
な
理
由
で
は
あ
る
が
、
ニ
!
十
一
・
上
平
声
四

支
韻
「
赤
蛸
」
注
「
関
瞳
1
1
0
子
虚
」
の
箇
処
を
、
〔
明
洪
武
八
年
序
〕

刊
本
に
は
「
蚊
龍
」
に
校
改
し
て
い
た
の
に
、
本
版
で
は
墨
格
の
ま
ま
と

し
て
改
正
さ
れ
て
い
な
い
点
な
ど
を
見
る
と
、
こ
の
箇
処
を
「
0
0」
と

し
て
校
改
し
て
い
な
い
新
増
説
文
本
の
方
に
よ
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
。
ま

た
上
記
南
氏
蹴
文
の
首
に
「
元
朝
瑞
陽
陰
氏
:
・
」
と
書
き
起
こ
し
て
い
る

こ
と
も
一
の
証
左
で
、
本
書
の
編
者
陰
氏
兄
弟
の
本
貫
地
を
「
瑞
陽
」
と

す
る
こ
と
は
、
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
を
含
め
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
に

先
立
つ
無
修
一

O
行
諸
本
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
新
増
説

文
本
日
録
末
の
告
文
に
の
み
「
瑞
陽
陰
君
所
編
韻
府
軍
玉
」
と
書
き
起
こ

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
が
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本

で
は
な
く
新
増
説
文
本
に
よ
っ
て
校
改
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
示

唆
し
て
い
よ
う
。

次
で
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本
に
つ
い
て
記
す
。
本
版
の
底
本
は
〔
朝
鮮
初

期
〕
刊
本
で
あ
っ
て
、
前
節
に
見
た
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
の
一
冗
統
版
墨
格
部
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校
改
の
文
字
は
、
全
て
本
版
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
本
版
に
特
異
な
点

と
し
て
は
、
先
ず
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
に
僅
か
に
校
改
さ
れ
な
か
っ
た
元

統
版
墨
格
部
に
つ
い
て
、
新
た
に
校
改
の
加
え
ら
れ
た
点
を
挙
げ
る
こ
と

が
出
来
る
。
前
出
二
l
l
十
了
上
平
声
四
支
韻
「
赤
嶋
」
注
中
「
・
・
l
l
。

子
虚
」
の
墨
格
を
、
当
該
の
版
に
は
「
蚊
龍
」
に
作
る
。
こ
の
箇
処
は
元

元
統
二
年
刊
本
以
下
、
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
を
含
む
無
修
一

O
行
本
と
、

二
行
の
新
増
説
文
本
に
は
墨
格
を
改
正
せ
ず
、
唯
一
.
〔
明
洪
武
八
年
序
〕

刊
本
で
は
「
蚊
龍
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
に
漏

れ
た
墨
格
の
校
改
を
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本
で
は
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本

に
よ
っ
て
行
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。
ま
た
元
統
版
の
誤
刻
部
分
を
校

改
し
た
場
合
を
挙
げ
る
。
こ
れ
も
前
出
九
|
三
十
一
・
上
声
四
紙
韻
「
売

博
士
」
注
申
「
北
斉
李
業
興
師
深
道
明
、
鮮
子
霊
復
日
、
久
逐
1
1
1
何

所
得
乎
。
北
史
」
に
「
深
道
明
」
「
鮮
子
霊
復
」
と
あ
る
文
字
を
、
当
該

の
版
に
は
「
徐
道
明
」
「
鮮
子
霊
複
」
に
作
る
。
元
元
統
二
年
刊
本
以
下
、

〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
を
含
め
「
深
」
「
復
」
の
誤
り
を
踏
襲
し
、
新
増
説
文

本
に
も
同
様
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
に
は
正
し

く
「
徐
」
「
稜
」
に
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
元
統
版
誤
刻
部
分
の
校
改
は

〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
に
は
見
ら
れ
ず
、
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本
が
〔
明
洪
武
八

年
序
〕
刊
本
に
拠
っ
て
校
改
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は

〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本
は
原
拠
に
従
っ
て
校
改
し
た
も
の
と
も
思
わ
れ
よ
う

が
、
例
え
ば
こ
れ
も
前
出
の
、
七
ー
一

-
下
平
声
八
庚
韻
「
践
更
」
注

「
古
者
、
工
卒
元
堂
人
迭
為
之
、

一
月
一
更
日
卒
更
(
中
略
)
漢
昭
紀
注
」

に
「
工
卒
元
堂
人
」
と
あ
る
の
は
、
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
に
は
こ
の

中
の
「
工
(
正
の
誤
り
)
」
字
は
改
め
ず
「
堂
(
常
の
誤
り
)
」
字
の
み
を

改
め
て
「
工
卒
元
常
人
」
に
作
り
、
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本
も
こ
れ
に
同
じ

く
「
工
卒
元
常
人
」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
〔
朝
鮮

前
期
〕
刊
本
は
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
に
従
っ
て
校
改
し
た
も
の
の
如

く
で
あ
る
。
又
五
l
六
十
・
下
平
声
五
歌
韻
「
執
何
」
注
「
衛
壁
寸
不
l
i

結
口
」
と
あ
る
末
尾
の
空
格
に
、
本
版
に
は
「
惇
」
と
補
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
『
漢
書
』
衛
結
伝
に
「
及
景
帝
立
、
歳
齢
、
不
執
何
結
」
と
あ
る

(
『
史
記
』
同
「
不
誰
阿
結
」
)
の
に
拠
り
、
本
書
の
節
略
に
よ
っ
て
意
の

通
じ
難
い
所
、
最
末
の
「
結
」
字
を
出
典
注
記
に
取
っ
て
「
不
軌
何
。
結

惇
」
と
見
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
又
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
の
み

「不
l
l
(
結
惇
)
」
と
し
た
意
改
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
挙
例

は
省
略
し
た
い
が
、
前
稿
に
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本
捌
改
部
分
の
検
討
か
ら

導
か
れ
る
特
色
と
し
て
示
し
た
諸
点
、
即
ち
イ
、
底
本
の
略
体
字
も
し
く

は
音
通
に
よ
る
代
用
字
を
、
正
体
の
文
字
に
改
め
て
い
る
こ
と
、
口
、
標

字
代
用
の
「
l
」
符
や
空
格
を
、
本
書
の
体
例
に
従
っ
て
適
当
な
文
字
に
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改
め
て
い
る
こ
と
、

ハ
、
諸
版
に
存
す
る
不
正
の
文
字
を
正
字
に
改
め
て

い
る
こ
と
〔
前
稿
一
二
九
六
頁
・
表
十

a以
下
〕
は
、
改
刻
の
傾
向
と
し
て

は
前
稿
の
判
断
で
問
題
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
〔
明
洪

武
八
年
序
〕
刊
本
と
の
校
合
に
拠
っ
て
改
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
前

稿
に
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本
独
自
の
措
置
と
考
え
た
点
は
修
正
を
要
す
る
。

た
だ
そ
の
大
半
は
洪
武
本
の
影
響
を
容
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
若
干

で
は
あ
る
が
、
本
版
に
独
自
の
校
改
と
見
ら
れ
る
点
も
あ
る
。
例
え
ば
十

五
ー
二
十
四
・
去
声
十
七
薮
韻
「
赤
牒
」
注
中
「
中
国
名
l
!
神
州
。
史
、

孟
子
列
惇
」
と
あ
る
処
、
本
版
に
「
孟
子
」
の
文
字
を
「
都
街
」
と
姐
改

し
て
い
る
こ
と
は
(
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
や
諸
版
に
も
見
え
な
い
。
ま

た
十
五

i
三
十
一
・
去
声
十
七
霞
韻
「
壁
崩
」
注
中
「
肖
子
顕
篤
吏
書
、

見
九
流
不
与
交
言
、
但
!
!
一
揮
而
巳
。
衣
冠
切
恨
之
。
挙
書
」
と
あ
る

処
(
こ
の
中
の
「
吏
書
」
は
「
尚
書
一
」
の
、
「
挙
書
」
は

「
梁
書
」

の
誤

刻
で
あ
ろ
う
)
、
本
版
に
は
「
肖
」
字
を
「
粛
」
の
正
体
に
改
め
て
い
る

が
、
こ
れ
も
諸
版
に
例
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
恐
ら
く
本
版
校
正
者
の
独
自

の
判
断
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
校
改
の
態
度
そ
の
も
の
は
〔
明
洪
武

八
年
序
〕
刊
本
の
そ
れ
を
敷
桁
し
補
う
体
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
一
方
で

極
少
数
、
一
冗
統
版
及
び
底
本
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
の
誤
字
や
略
字
に
つ
い

て
、
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
で
は
既
に
改
正
さ
れ
て
い
る
の
に
、
当
該

〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本
で
は
底
本
を
踏
襲
し
改
正
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
存

す
る
。
こ
れ
ら
は
校
離
の
不
徹
底
に
よ
る
液
瑳
と
見
ら
れ
ょ
う
か
。

新
た
に
判
明
し
た
、
新
増
説
文
本
と
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
、
〔
明

前
期
〕
刊
本
、
ま
た
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
、
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本
五
者
の

関
係
を
総
合
し
て
略
述
す
れ
ば
、
以
下
の
如
く
で
あ
ろ
う
。
〔
明
洪
武
八

年
序
〕
刊
本
は
、
元
一
冗
統
二
年
刊
(
一
部
補
刻
か
)
本
を
底
本
と
し
、

部
の
底
本
不
明
の
簡
処
は
〈
元
至
正
十
六
年
刊
〉
新
増
説
文
本
の
文
字
を

容
れ
、

一
方
で
底
本
を
越
え
て
正
文
に
復
す
る
よ
う
積
極
的
に
文
字
の
改

正
を
施
し
な
が
ら
、
全
体
に
洪
武
韻
へ
の
改
編
を
加
え
て
刊
刻
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
は
、
同
じ
く
元
元
統
二
年
刊
(
一
部

補
刻
か
)
本
を
底
本
と
し
、
ほ
ぼ
底
本
の
文
字
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
底
本

墨
格
の
箇
処
に
つ
い
て
は
大
略
を
新
増
説
文
本
(
或
い
は
そ
の
影
響
を
容

れ
た
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
)
に
よ
っ
て
校
改
、
刊
刻
し
た
。
続
く

〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本
は
、
こ
の
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
を
底
本
と
し
、
〔
明
洪

武
八
年
序
〕
刊
本
に
よ
っ
て
校
改
を
加
え
、
し
か
も
底
本
で
は
比
較
的
目

に
着
き
や
す
い
患
一
格
等
の
部
分
に
止
ま
っ
て
い
た
も
の
を
、
本
版
に
は
広

く
全
面
に
校
改
を
行
き
渉
ら
せ
、
ま
た
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
の
態
度

を
敷
桁
し
て
独
自
に
本
文
を
改
正
し
た
上
で
、
刊
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

又
〔
明
前
期
〕
刊
本
も
新
増
説
文
本
系
統
の
影
響
を
容
れ
て
い
る
が
、
こ
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れ
は
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
等
の
別
版
を
介
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
中
、
朝
鮮
版
両
種
本
文
の
位
置
付
け
と
評
価
に
つ
い

て
は
、
新
増
説
文
本
と
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
の
関
与
と
い
う
視
点
を

加
え
て
、
前
稿
を
補
い
且
つ
正
し
た
い
。
た
だ
諸
版
本
の
特
色
は
、
底
本

の
採
択
、
校
合
本
文
の
有
無
あ
る
い
は
そ
の
種
別
、
校
改
の
態
度
と
い
っ

た
三
方
面
か
ら
評
価
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
そ
う
し
た
版
刻
の
連
環

し
て
行
く
処
に
、
本
書
諸
版
本
の
実
情
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

大
略
前
稿
の
趣
旨
に
同
様
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
再
び
諸
版
間
の
関

係
を
図
示
す
れ
ば
下
記
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
図
中
、
版
種
主
江
傍
(
↓

内
に
は
、
判
明
し
た
校
合
本
文
を
示
し
た
。
前
稿
三
七

O
頁
の
同
様
の
図

と
比
較
し
て
、
本
稿
に
補
正
の
事
項
を
看
取
さ
れ
た
い
。

元
元
統
二
年
刊
本

↓
〔
日
本
南
北
朝
〕
刊
本

(
↓
元
至
正
二
十
八
年
刊
本
)

又

一
修
を
存
す
る
か
〉

↓
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本

(
↓
新
増
説
文
本
)

↓
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
↓
〔
朝
鮮
〕
刊
本

(
↓
新
増
説
文
本
〈
或
は
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
〉
)

↓
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本

/"""'、、

一令

〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
)

又

後
修
本
〈
或
は
逓
修
本
〉

↓
元
至
正
二
十
八
年
刊
本

↓
〔
明
前
期
〕
刊
本
↓
〔
明
中
期
〕
刊
本

二
新
増
説
文
本
)
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(
四
)
新
増
説
文
本
の
成
立
に
つ
い
て

諸
版
本
間
の
干
渉
と
い
う
意
味
か
ら
す
る
と
、
上
説
(
二
)
に
解
題
し

た
〔
明
前
期
〕
刊
本
、
又
〔
明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
と
、
恐
ら
く
は
〔
朝

鮮
初
期
〕
刊
本
、
更
に
こ
の
両
者
を
通
じ
て
〔
朝
鮮
前
期
〕
刊
本
に
、
款

式
の
異
な
る
新
増
説
文
本
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
た

だ
行
論
の
都
合
上
、
本
稿
に
至
る
ま
で
新
増
説
文
本
の
本
文
や
版
式
の
特

徴
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
当
初
、
無
修
一

O
行
本
と

は
款
式
が
異
な
り
、
そ
の
本
文
に
も
増
修
の
あ
る
新
増
説
文
本
に
つ
い
て

は
、
無
修
本
と
節
を
分
か
っ
て
論
ず
べ
き
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
調
査
を
進
め
る
う
ち
、
前
章
に
補
一
訂
し
た
知
く
、
先
ず
諸
版
本
に
於

け
る
校
合
の
実
態
を
通
し
て
、
無
修
本
系
統
の
諸
版
に
も
新
増
説
文
本
か

ら
の
影
響
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
記
述
に
は
新
増
説
文
本
の
本

文
と
そ
の
来
源
に
関
す
る
解
説
を
前
提
す
べ
き
で
あ
っ
た
点
に
気
付
か
さ

れ
た
。
更
に
は
又
、
新
増
説
文
本
の
鳴
矢
と
見
ら
れ
る
〈
元
至
正
十
六
年

刊
〉
本
の
開
刻
と
、
無
修
一

O
行
本
の
元
元
統
二
年
版
と
に
、
本
質
的
な

関
係
の
あ
る
事
実
も
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
無
修
本
と
新

増
説
文
本
は
、
当
初
予
見
し
た
よ
う
に
載
然
と
一
線
を
画
す
る
も
の
で
は

な
く
、
両
者
は
版
刻
の
上
か
ら
見
て
も
、
連
続
性
の
高
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
相
前
後
し
て
恐
縮
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
新
増
説
文
本
系

統
諸
本
の
具
体
的
な
伝
本
解
題
は
次
稿
以
下
に
譲
り
、
本
稿
で
は
新
増
説

文
本
の
始
発
に
つ
い
て
記
し
、

一
応
の
結
び
と
し
た
い
。

イ
、
「
説
文
解
字
」

の
増
入

新
増
説
文
本
の
系
統
の
中
で
は
、
元
至
正
十
六
年
(
一
三
五
六
)
に
劉

氏
日
新
堂
か
ら
刊
刻
さ
れ
た
版
本
が
先
行
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
開
版
の

経
緯
に
つ
い
て
は
、
現
存
元
刻
本
目
録
末
の
木
記
告
文
に
示
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
先
ず
こ
れ
を
引
用
し
た
い
。

瑞
陽
陰
君
所
編
韻
府
軍
玉
、
以
事
繋
韻
、
以
韻
摘
事
、
乃
韻
書
而
兼

類
書
也
。
検
問
便
益
、
観
者
無
不
精
善
。
本
堂
今
持
元
本
重
加
校
正
、

毎
字
音
切
之
下
績
増
許
氏
説
丈
以
明
之
、
間
有
事
未
備
者
以
補
之
。

韻
書
之
編
誠
為
霊
美
突
。
敬
刻
梓
行
、
嘉
輿
四
方
皐
者
共
之
。
歪
正

丙
申
莫
春
劉
氏
日
新
堂
謹
白
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
劉
氏
日
新
堂
は
本
書
を
刊
刻
す
る
に
当
た
り
、
原
本
に

校
正
を
加
え
、
字
毎
に
反
切
に
続
け
て
許
慎
の

「
説
文
解
字
」
(
以
下

「
説
文
」
と
略
称
)
を
増
入
し
、
ま
た
記
事
の
不
足
が
あ
れ
ば
独
自
に
こ
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れ
を
補
っ
た
(
以
上
、
傍
線
部
)
と
い
う
の
で
あ
り
、
そ
の
本
文
を
見
る

と
、
告
文
に
あ
る
通
り
「
説
文
」
等
の
増
入
を
伴
っ
て
い
る
。
新
増
説
文

本
と
は
、
こ
の
よ
う
に
単
字
注
の
首
(
同
音
字
の
始
め
で
あ
れ
ば
反
切
の

後
)
に
「
説
文
」
の
記
事
等
を
増
入
し
た
一
類
の
本
文
を
い
う
の
で
あ
る
。

本
文
の
款
式
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
同
系
本
の
毎
行
の
字
数
は
無
修
本
に
伺

じ
く
小
二
九
字
を
数
え
る
が
、
半
張
毎
の
行
数
を
見
る
と
、
皆
『
説
文
』

増
入
分
に
対
応
し
て
一
行
を
増
し
、
半
面
に
一
一
行
を
具
え
て
い
る
。
し

か
し
増
入
さ
れ
た
注
の
字
数
は
正
し
く
一
行
分
(
双
行
小
字
で
五
八
字
分
)

に
相
当
す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
結
果
と
し
て
巻
毎
の
張
数
は
も
と
の

無
修
一

O
行
本
と
は
微
増
も
し
く
は
微
減
を
示
し
、
巻
の
途
中
で
は
、
増

入
前
の
行
款
と
若
干
の
懸
隔
を
生
じ
て
い
る
。

た
だ
、
前
引
の
告
文
に
は
全
て
の
文
字
に
つ
い
て
『
説
文
」
を
増
入
し

た
よ
う
に
記
し
て
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
全
て
に
附
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な

G
、
文
字
に
よ
り
『
説
文
』
を
加
え
た
り
加
え
な
か
っ
た
り
し
て

い
る
の
は
、
如
何
な
る
基
準
で
そ
の
採
否
を
定
め
て
い
る
の
か
、
甚
だ
明

瞭
を
欠
い
て
い
る
。
実
際
上
、
本
書
に
於
け
る
こ
う
し
た
『
説
文
」
増
入

の
規
矩
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
に
も
種
々
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
例
え

ば
、
引
用
さ
れ
る
『
説
文
』
の
記
事
の
分
量
も
多
寡
一
様
で
な
く
、
極
め

て
簡
潔
な
字
義
注
の
数
字
を
引
く
の
み
か
と
思
え
ば
、
文
字
に
よ
っ
て
は
、

被
注
字
の
築
体
の
標
示
か
ら
附
帯
の
「
徐
注
」
に
至
る
ま
で
の
詳
細
な
引

用
を
伴
う
場
合
が
あ
っ
て
、
そ
の
採
択
に
何
等
か
の
準
則
が
認
め
ら
れ
る

か
と
言
う
と
、
こ
れ
も
一
見
す
る
と
不
明
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

ら
の
問
題
の
多
く
は
『
説
文
』
の
本
文
や
そ
の
他
の
文
字
学
的
な
趣
旨
に

基
づ
く
も
の
で
な
く
、
版
刻
の
実
情
に
淵
源
す
る
現
象
と
見
な
く
て
は
な

ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
の
増
入
は
、
直
接
「
説
文
」

に
取
材
し
た
も
の
で
は
な
く
、
殆
ど
全
て
〔
元
〕
刊
修
刻
本
系
『
古
今
韻

会
挙
要
」
(
以
下
「
韻
会
」
と
略
称
)
中
の
「
説
文
』
引
用
部
分
に
依
つ

て
補
わ
れ
て
お
り
、
し
か
も
あ
る
種
の
分
業
の
形
で
一
斉
に
増
補
さ
れ
た

も
の
と
判
ぜ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

右
の
点
、
本
稿
に
は
先
ず
一
例
を
以
て
証
し
た
い
(
図
版
一
参
照
)
。

本
書
第
一
巻
・
上
平
声
一
東
韻
中
に
「
撞
」
字
の
項
を
存
し
、
無
修
一

O

行
本
に
は
た
だ
「
水
名
」
と
注
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
新
増
説
文
本

に
即
て
こ
れ
を
見
れ
ば
、
そ
の
注
は
次
の
よ
う
に
増
益
さ
れ
て
い
る
。

説
文
、
水
出
贋
漢
梓
i
北
界
。
(
改
行
稿
者
、
以
下
同
)

水
経
注
、
今
華
州
華
陰
勝
、
南
入
塾
江
。
又
州
名
。
撞
川
府
、
本
唐

梓
l
郡
。
又
関
名
。

通
典
、
本
名
衝
関
。
言
、
(
昨
街
激
華
山
之
東
、
後
因
i
水
遂
名
関
。

本
書
に
は
『
説
文
』
に
続
い
て
『
水
経
注
』
及
び
『
通
典
』
を
引
く
が
、
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こ
の
中
の
「
通
典
」
引
用
部
は
、
そ
の
巻
一
七
二
了
州
郡
部
二
一
「
華
蔭
」

注
に
「
本
名
衝
開
。
河
自
龍
門
南
流
、
衝
激
華
山
之
東
、
故
以
為
名
」
と

あ
る
の
を
節
略
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
書
「
州
衝
激
」
の
「
州
」
は
、

「
河
」
の
誤
刻
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
自
龍
門
南
流
」

の
語
は
本
書
に
は
見

え
な
い
。
と
こ
ろ
が
っ
き
刊
〔
後
修
〕
本
の
「
古
今
韻
会
挙
要
」
巻
一

の
一
東
韻
の
記
事
を
見
る
と
「
撞
」
字
に
つ
い
て

説
文
、
水
出
贋
漢
梓
撞
北
界
。
日
肌
水
童
撃
。

水
経
注
、
今
華
州
華
陰
鯨
、
南
入
塾
江
。
又
州
名
。
撞
川
府
、
本
唐

梓
撞
郡
。
又
関
名
。

通
典
云
、
本
名
衝
闘
。
言
、
河
衝
激
華
山
之
束
、
後
因
謹
水
名
開
。

と
注
し
て
「
説
文
』
「
水
経
注
」
『
通
典
」
を
引
き
、
『
通
典
」

の
記
事
も

節
略
さ
れ
て
い
て
大
略
本
書
に
同
じ
で
あ
る
。
吏
に
又
、
こ
の
笛
処
の

「
通
典
」
引
用
部
を
「
韻
会
」
〔
明
前
期
〕
刊
本
及
び
日
本
応
、
水
五
年
刊
本

(
い
わ
ゆ
る
五
山
版
)
に
郎
て
見
る
と

通
典
云
、
本
名
衝
調
。
一
一
一
一
口
、
河
自
龍
門
南
向
而
流
、
衝
激
華
山
之
東
、

後
図
関
西
一
里
有
濯
水
、
遂
以
名
開
。

の
注
を
存
し
、
〔
元
〕
刊
〔
後
修
〕
本
に
見
え
な
い
傍
線
部
の
記
事
を
含
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
、
〔
元
〕
刊
本
後
修
時
に
「
撞
」
字
注
の
後
に
「
樟
」
字

(
ア
キ
)

を
増
益
し
、
版
面
に
万
を
入
れ
て
「
撞
〈
木
名
花
可
為
/
布
又
冬
韻
口
〉
」

の
文
字
を
加
え
、
そ
の
小
字
七
格
分
を
捻
出
す
る
必
要
か
ら
「
撞
」
字
注

の
末
脚
を
節
略
し
た
こ
と
(
但
し
っ
き
刊
未
修
本
は
未
見
)
に
起
因
す

る
相
違
で
、
〔
明
前
期
〕
刊
本
は
〔
元
〕
刊
未
修
の
版
本
に
基
づ
く
覆
刻

に
係
り
、
日
本
応
永
五
年
刊
本
は
、

一
旦
は
(
元
〕
刊
〔
逓
修
〕
本
に
基

づ
い
て
刊
刻
し
た
上
、
同
未
修
本
に
基
づ
い
て
校
蹴
改
刻
に
及
ん
だ
結
果

で
あ
針
。
こ
う
し
た
『
韻
会
』
改
刻
の
経
緯
に
鑑
み
る
と
、
新
増
説
文
本

の
『
韻
府
』
注
が
「
韻
会
」
の
、
制
改
節
略
後
の
本
文
に
合
致
す
る
こ
と

は
、
『
説
文
」
を
続
増
し
た
と
い
う
新
増
説
文
本
の
吋
韻
府
群
玉
』
が
、

実
は
〔
元
〕
刊
〔
後
修
〕
本
系
の
「
古
今
韻
会
挙
要
」
の
引
用
に
依
っ
て

増
入
し
た
こ
と
を
証
し
て
い
よ
う
。
こ
の
前
後
を
見
て
も
、
新
増
説
文
本

に
「
瞳
」
「
伺
」
「
瞳
」
「
腫
」
「
網
」
「
量
」
「
臆
」
「
樟
」
「
撞
」
「
街
」
「
樟
」

「
撞
」
と
続
く
う
ち
の
「
樟
」
「
撞
」
「
櫨
」
「
撞
」
の
み
に
『
説
文
」
を
増

入
し
て
「
瞳
」
「
佃
」
「
障
」
「
腫
」
「
網
」
「
量
」
「
績
」
「
街
」
に
欠
い
て

い
る
こ
と
は
、
当
該
字
の
『
説
文
」
の
録
否
で
は
な
く
、
『
韻
会
」

ノ¥

の

引
用
の
有
燕
に
従
う
も
の
で
(
も
と
の
『
説
文
」
に
見
え
な
い
の
は
「
臨
」

「
腫
」
「
網
」
「
艦
」
の
み
)
、
部
首
配
列
の
「
説
文
」
に
注
を
求
め
る
よ
り
、

本
書
と
同
様
に
韻
書
の
結
構
を
具
え
た
「
韻
会
」
を
参
照
す
る
と
い
う
、

現
実
的
方
法
に
よ
る
増
益
で
あ
っ
た
。
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従
っ
て
本
書
に
「
説
文
』
を
加
え
る
か
ど
う
か
の
採
否
は
、
専
ら
「
韻

会
」
当
該
字
注
に
『
説
文
』
が
引
か
れ
る
か
ど
う
か
に
懸
か
っ
て
い
る
し
、

「
説
文
』
引
用
の
多
寡
は
『
韻
会
」
の
引
用
量
や
分
業
の
た
め
の
記
事
の

調
節
と
関
係
し
て
い
て
、
担
当
部
分
の
記
事
に
不
足
が
あ
れ
ば
「
韻
会
』

か
ら
引
く
『
説
文
』
や
『
広
韻
』
『
増
修
五
注
礼
部
韻
野
、
時
に
『
水
経

注
」
『
通
典
」
等
の
如
き
『
韻
会
」
所
引
の
書
を
加
え
て
注
釈
の
記
事
を

増
や
し
、
分
担
さ
れ
た
他
の
部
分
と
間
隙
を
生
じ
な
い
よ
う
に
巧
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
無
修
本
の
行
款
と
新
増
説
文
本
の
そ
れ

と
を
比
べ
る
と
、
巻
中
で
あ
っ
て
も
行
頭
で
一
致
し
て
い
る
場
合
が
屡
々

見
受
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
版
刻
の
実
情
か
ら
す
る
と
、
新
増
説
文
本
に

於
け
る
増
修
と
は
、
極
め
て
効
率
的
に
、
短
時
日
の
う
ち
に
為
さ
れ
、
無

修一

O
行
本
『
韻
府
群
玉
』
に
『
古
今
韻
会
挙
要
」
の
字
注
を
恋
意
的
に

増
補
し
た
、
速
成
の
改
編
と
推
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
上
記
の
よ
う

な
版
本
の
性
質
と
連
動
し
て
更
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
書
第
十
巻
の

途
中
か
ら
第
十
五
巻
の
途
中
に
至
る
部
分
に
は
、
抑
も
こ
の
「
説
文
」
の

増
入
を
全
く
欠
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

口
、
無
修
一

O
行
本
と
の
接
属

本
書
無
修
本
の
第
十
巻
は
上
声
の
七
翼
韻
か
ら
十
四
日
干
韻
ま
で
の
文
字

を
収
め
る
が
、
こ
れ
は
新
増
説
文
本
に
も
同
様
で
あ
針
。
ま
た
新
増
説
文

本
で
は
、
当
該
の
巻
に
つ
い
て
も
「
説
文
』
中
の
記
事
を
増
入
し
て
い
る
。

但
し
巻
首
「
慶
」
に
は
こ
れ
を
加
え
ず
次
の
「
俣
」
か
ら
増
入
し
て
、
以

下
も
全
て
の
文
字
に
亙
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
採
否
が
吋
韻

会
」
に
依
っ
て
い
る
こ
と
は
他
の
巻
に
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
当
該
の

第
十
巻
で
は
、
七
慶
韻
中
の
「
観
」
を
最
後
に
、
次
の
「
堵
」
以
下
に
は

『
説
文
』
の
増
入
が
全
く
見
ら
れ
な
く
な
る
。
「
堵
」
の
後
も
「
古
」
字
等
、

も
と
の
『
韻
会
」
に
は
『
説
文
」
の
引
用
が
あ
る
の
で
、
増
入
の
来
源
に

照
ら
し
て
も
こ
の
こ
と
は
不
審
で
あ
る
(
図
版
二
参
照
)
。
そ
し
て
こ
の

後
は
当
該
巻
の
末
尾
ま
で
同
然
で
、
更
に
は
続
く
第
十
一
巻
か
ら
第
十
四

巻
の
聞
に
も
や
は
り
増
入
が
見
ら
れ
ず
、
第
十
五
巻
・
去
声
十
七
霞
韻
中

の
「
殿
」
に
至
る
ま
で
、
こ
の
本
文
に
は
「
説
文
」
が
引
か
れ
て
い
な
い
。

「
殿
」
に
は
『
韻
会
』
に
も
吋
説
文
』
を
引
か
な
い
が
、
そ
の
前
「
電
」

は
、
「
韻
会
」
に
は
「
説
文
』
を
引
く
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
「
殿
」
に

続
く
「
旬
」
か
ら
再
び
『
説
文
」
が
増
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
以

降
は
又
吋
韻
会
」
引
用
の
有
無
に
依
っ
て
揺
摂
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で

あ
る
。
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右
の
よ
う
な
、
新
増
説
文
本
に
於
け
る
『
説
文
』
増
入
の
本
文
上
の
間

題
は
、
至
正
十
六
年
の
刊
記
を
有
す
る
元
刻
本
の
、
款
式
上
の
変
化
と
も

重
大
な
関
わ
り
が
あ
る
。
同
版
諸
本
の
行
款
は
毎
半
張
十
一
行
、
毎
行
小

二
九
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
節
イ
に
述
べ
た
通
り
、
無
修
本
の
字
数
は

そ
の
ま
ま
に
、
本
文
の
増
加
に
対
応
し
て
半
張
に
一
行
を
増
益
し
た
結
果

で
あ
る
。
本
来
、
単
純
に
増
修
を
加
え
て
い
く
た
め
な
ら
ば
、
何
も
行
数

を
増
し
で
も
と
の
張
数
に
近
付
け
な
く
と
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
、
本
版

刊
刻
の
実
情
に
鑑
み
る
時
、
無
修
本
と
の
対
応
関
係
を
目
途
に
分
業
を
行

う
場
合
に
は
そ
の
必
要
が
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
本
版
の
措
置
に
も
一

定
の
合
理
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
本
版
に
は
、
第
十
巻
第
十
五
張

か
ら
第
十
五
巻
第
二
十
四
張
に
至
る
ま
で
の
聞
に
一
行
の
増
加
が
認
め
ら

れ
ず
、
こ
の
部
分
は
半
張
毎
に
一

O
行
の
ま
ま
で
、
そ
の
笛
処
は
、
本
文

の
上
で
「
説
文
」
の
増
入
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
箇
処
と
合
致
し
て
い
話
。

具
体
的
に
は
、
第
十
巻
、
七
婁
韻
「
親
」
の
後
に
第
十
五
張
に
移
っ
て
次

の
「
堵
」
を
掲
出
し
、
こ
こ
か
ら
半
張
に
一

O
行
と
な
っ
て
「
説
文
』
が

引
か
れ
な
く
な
り
、
第
十
五
巻
、
去
声
十
七
薮
韻
「
電
」
「
殿
」

の
後
に

第
二
十
四
張
を
終
わ
っ
て
次
の
「
旬
」
を
掲
出
、
こ
の
第
二
十
五
張
以
降

は
半
張
一
一
行
に
復
し
、
『
説
文
」
の
増
入
も
再
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
又
本
版
で
は
毎
巻
の
首
尾
に
「
新
増
説
文
韻
府
軍
玉
巻
之
幾
」
と
題

す
る
が
、
第
十
巻
尾
題
か
ら
第
十
五
巻
の
首
題
ま
で
に
は
、
た
だ
「
韻
府

華
玉
巻
之
幾
」
と
標
示
し
て
い
る
こ
と
も
、
そ
う
し
た
内
実
に
符
契
を
合

し
て
い
よ
、
っ
。

と
こ
ろ
で
こ
の
款
式
等
の
変
化
に
注
意
を
加
え
、
目
録
上
に
、
第
十
巻

か
ら
第
十
五
巻
ま
で
は
他
版
の
補
配
と
標
記
す
る
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
特
定
の
伝
本
に
偶
々
起
こ
っ
て
い
る
変
化
で
は
な
く
、
諸
本

を
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
そ
れ
と
撲
を
一
に
し
て
、
板
木
レ

ヴ
エ
ル
の
変
化
と
し
て
も
そ
の
痕
跡
を
現
し
て
い
る
。
抑
も
新
増
説
文
本

中
に
「
説
文
』
を
増
入
し
な
い
第
十
巻
第
十
五
張
か
ら
第
十
五
巻
第
二
十

四
張
関
の
行
款
は
、
実
は
純
粋
な
無
修
本
の
そ
れ
と
完
全
に
一
致
し
て
お

り
、
張
付
さ
え
も
同
一
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
こ
の
こ
と
は
甚
し
く
不

審
で
、
第
十
巻
の
始
め
か
ら
本
文
を
増
益
し
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
い

く
ら
一
行
を
増
し
て
対
応
し
た
と
言
っ
て
も
、
第
十
五
張
の
首
で
過
不
足

な
く
も
と
の
行
款
に
復
す
る
こ
と
は
、
鈴
り
に
も
出
来
過
ぎ
て
い
よ
う
。

そ
う
考
え
て
仔
細
に
検
証
す
る
と
、
そ
の
直
前
の
処
で
調
整
と
も
見
る
べ

き
操
作
の
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
先
ず
、
第
十
一
番
目
の

張
付
に
「
十
一
之
十
ニ
」
、
第
十
二
番
目
に
は
「
十
一
一
一
」
と
し
て
、
本
文

の
実
質
よ
り
も
張
付
を
先
行
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。
新
増
説

文
本
で
は
本
文
を
増
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
毎
半
張
に
一
行
を
増
し
た
た
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め
に
増
修
分
が
吸
収
さ
れ
、
無
修
一

O
行
本
に
比
べ
て
、
こ
の
箇
処
の
前

後
ま
で
に
約
一
張
分
を
減
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
進
行
し
た
と

す
れ
ば
、
も
と
は
「
十
五
」
と
張
付
け
さ
れ
て
い
た
「
堵
」
以
下
の
本
文

を
有
す
る
部
分
が
第
十
四
番
目
に
相
当
し
て
張
付
が
ず
れ
て
し
ま
う
の
で
、

こ
の
操
作
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
張
付
を
一
張
分
跳

躍
さ
せ
て
も
、
本
文
上
に
は
か
え
っ
て
、
若
干
の
不
足
を
生
じ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
本
版
に
は
、
こ
の
後
「
十
一
之
十
二
」
か
ら
「
十
四
」
張
の
間
に
、

行
数
の
不
等
を
勘
案
し
な
が
ら
『
説
文
』
等
の
増
補
を
加
減
し
、
「
十
五
」

の
首
に
行
款
の
合
致
す
る
よ
う
巧
み
に
調
節
を
施
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
分
業
の
た
め
に
屡
々
行
頭
の
文
字
を
合
せ
て
あ
る
増
修
の
在
り

方
と
同
質
で
あ
り
、
そ
う
し
た
顧
慮
の
上
に
、
同
版
の
中
で
新
増
説
文
本

か
ら
も
と
の
無
修
本
へ
と
、

一
見
無
理
な
く
接
属
さ
せ
た
と
い
う
の
が
本

版
の
実
情
で
あ
る
。

ハ
、
元
統
版
諸
本
と
の
関
係

そ
れ
に
し
て
も
、
本
版
で
は
一
体
何
故
に
、
こ
の
第
十
巻
途
中
か
ら
第

十
五
巻
途
中
ま
で
の
聞
に
『
説
文
』
を
増
入
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

単
純
に
増
入
作
業
の
煩
を
避
け
て
、
中
程
の
巻
に
は
省
力
し
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
張
付
に
手
を
加
え
て
ま
で
無
修
一

O
行
本
と

の
接
属
を
図
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
何
等
か
の
必
然
が
あ
っ
た
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
新
増
説
文
本
か
ら
連
続
す
る
こ

の
無
修
一

O
行
の
部
分
に
目
を
転
じ
て
行
き
た
い
。
先
ず
当
該
版
本
中
の

無
修
の
部
分
と
、
純
粋
な
無
修
本
諸
版
と
を
比
較
し
て
い
く
と
、
こ
れ
ら

は
基
本
的
に
は
別
版
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
略
説
す

れ
ば
、
元
元
統
二
年
刊
本
を
底
本
と
し
て
、
底
本
に
墨
格
の
文
字
に
つ
い

て
は
独
自
に
文
字
を
補
っ
た
も
の
で
、
僅
か
に
底
本
の
誤
刻
を
改
正
し
た

箇
処
も
あ
っ
た
。
但
し
第
十
五
巻
な
ど
一
部
に
、
元
統
版
補
刻
本
墨
格
の

校
改
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
処
も
あ
る
。
そ
の
底
本
は
前
述
〔
明
洪

武
八
年
序
〕
刊
本
や
〔
朝
鮮
初
期
〕
刊
本
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
た
い
。
こ
う
し
た
本
文
の
情
況
は
、
実
は
無
修
一

O
行
の
部
分
だ
け
で

な
く
、
『
説
文
」
等
を
補
っ
た
箇
処
を
除
い
て
考
え
れ
ば
、
全
巻
を
通
じ

て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
版
に
於
け
る
本
文
、
款

式
の
変
化
は
、
途
中
に
別
系
統
の
底
本
を
取
り
合
せ
接
ぎ
足
し
た
た
め
に

起
こ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
専
ら
『
説
文
』
等
の
増
入
を
加
え
る
措
置
を

中
断
し
た
こ
と
に
基
づ
く
現
象
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
本

版
は
、
無
修
の
元
統
版
を
底
本
と
す
る
翻
版
で
、
巻
首
よ
り
『
説
文
」
を

増
入
し
て
行
っ
た
が
、
途
中
に
は
こ
れ
を
省
し
た
本
文
と
認
め
ら
れ
る
。
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そ
し
て
本
版
中
こ
の
無
修
一

O
行
の
部
分
を
更
に
注
視
し
て
い
く
と
、

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
僅
か
で
は
あ
る
が
こ
の
間
の
数
張
は
、
他
の
部
分
で

も
底
本
で
あ
る
所
の
元
統
版
そ
の
も
の
と
、
全
く
の
同
版
関
係
で
あ
る
事

実
が
見
出
さ
れ
る
。
無
論
こ
れ
も
特
定
の
伝
本
に
見
ら
れ
る
現
象
で
は
な

く
、
諸
本
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
こ
の
点
を
基
に
考
え
る

と
、
実
の
と
こ
ろ
本
版
は
、

一
種
の
元
統
版
補
刻
本
と
位
置
付
け
る
こ
と

が
可
能
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
な
る
と
、
前
稿
に
解
題
し
、

又
本
稿
(
二
章
に
も
遺
漏
を
補
っ
た
よ
う
に
、
全
巻
無
修
本
の
中
に
も

元
統
版
に
大
量
の
補
刻
を
加
え
た
諸
伝
本
を
存
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

か
ら
、
そ
う
し
た
諸
本
と
本
版
と
の
関
係
の
如
何
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な

ろ
う
。
両
種
伝
本
に
即
て
元
統
版
原
刻
部
分
の
板
木
の
状
態
を
比
較
し
て

み
る
と
、

一
見
し
て
、
全
巻
本
文
無
修
の
補
刻
本
よ
り
も
当
該
新
増
説
文

本
中
の
原
刻
部
分
の
方
が
著
し
い
磨
滅
を
呈
し
、
印
出
の
順
で
は
全
巻
無

修
本
の
方
が
先
行
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る

と
本
版
は
、
従
前
の
一
冗
統
版
補
刻
本
の
延
長
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
通
常
の
補
刻
は
、
原
版
の
摩
耗
や
破
損
に
従
っ
て
痛
み
の

甚
し
い
箇
処
を
中
心
に
新
版
を
配
し
て
行
き
、
こ
れ
が
数
段
階
に
亙
っ
て

加
え
ら
れ
た
と
す
る
と
、
印
出
の
時
点
が
降
る
に
従
っ
て
補
刻
の
張
数
を

増
し
て
、
後
修
本
、
逓
修
本
等
と
弁
別
さ
れ
る
体
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
場
合
、
前
回
に
補
刻
の
版
は
次
の
補
刻
印
出
以
降
に
も
保
存
さ
れ
て
い

く
の
が
一
般
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
本
書
に
於
け
る
全
巻
無
修
の
補
刻
本

と
本
版
と
の
関
係
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
両
者
共
に
元
統
版
原
刻

の
部
分
を
含
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
補
刻
新
離
の
部
分
に
つ
い
て
は

全
く
の
別
版
を
配
し
、
原
刻
部
分
の
残
存
情
況
も
一
方
的
に
減
じ
て
行
く

形
で
は
な
い
な
ど
、
両
者
の
関
係
は
実
に
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。

次
に
関
係
図
版
及
、
び
、
第
十
巻
か
ら
第
十
五
巻
に
至
る
間
と
そ
の
前
後

の
巻
の
補
刻
情
況
を
、

a.
一
冗
統
二
年
刊
本
後
修
本
、

b
.
同
逓
修
本
、

c.
当
該
〈
元
至
正
十
六
年
刊
〉
新
増
説
文
本
の
三
者
に
つ
い
て
対
照
、

表
示
し
た
い
。
表
中
、
左
か
ら
巻
序
数
、
張
序
数
と

a
j
c
の
版
刻
情
況

を
示
し
、
@
を
以
て
元
統
版
原
刻
部
分
を
、
。
を
以
て
間
後
修
時
補
刻
部

分
を
、
口
を
以
て
同
逓
修
時
補
刻
部
分
を
、
ム
を
以
て
〈
一
冗
至
正
十
六
年

刊
〉
本
補
刻
部
分
を
(
以
上
は
本
文
無
修
一

O
行
の
部
分
)
、

一
を
以
て

同
『
説
文
』
増
入
一
一
行
の
部
分
で
あ
る
旨
を
標
記
し
た
。
×
は
、
参
照

の
伝
本
に
欠
く
も
の
で
あ
る
。
な
お

a
に
つ
い
て
は
園
皐
院
大
学
附
属
図

書
館
蔵
本
、

b
は
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
並
に
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵

本

c
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
に
基
づ
い
て
作
表
し
た
。
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図
版
三

元統2年梅渓書院刊原刻本・第11巻第10-11張
く市立米沢図書館蔵〉

同・第11巻第12-13張
〈市立米沢図書館蔵〉



元統2年梅渓書院刊本・第11巻第10-11張
く左:逓修時補刻部、右:原刻部〉

〈京都府立総合資料館蔵〉

く至正16年日新堂刊〉本・同
〈左:元統版原刻部、右:補刻部〉

〈京都大学耐属図書館蔵〉

図
版
四



元統2年梅漢書院刊本・第11巻第12-13張
(左:後修時補刻部、右:逓修時補刻部)

〈京都府立総合資料館蔵〉

く至正16年日新堂刊〉本・同
(左:補刻部、右:元統版原刻部)

〈京都大学附属図書館蔵〉

図
版
五



巻 張 a b : c 巻 張 a b : c 巻 張 a b:c 巻 張 a b : c 
12 l 。0:ム 11 1 @ 口iム 10 1 。0:- 9 l 。。:-1

2 。0:ム 2 @ 口iム 2 。0:ー 2 。0:-1 
3 。0:ム
4 。O~ ム

3 曜語 口iム
4 @ 口iム

3 。。:
4 。0:-

3 。0: 
4 。。:てごっ

5 @ 8:ム 5 @ 8:ム 5 。0:一 5 。0:ー|
6 @ fit:ム 6 @ 8:ム 6 。0:- 6 。0:-
7 。0:ム 7 @ e:ム 7 。。;ー 7 。0:-
8 。0:ム 8 @ eiム 8 。。: 8 。0[-
9 @ .:ム 9 @ .~ム 9 。0:- 9 。0:ー
10 @ 8:ム 10 @ .:ム 10 。0:- 10 。0:-
11 @ 8:ム 11 @ 口:. 11 。0:- 11 。0:-
12 。0:ム 12 @ 口:e 12 。0:ー 12 。0:-
13 。oCj己A主了
14 。

13 。O~ ム
14 。0:ム

13 。。-
14 。0:-

13 。。:
一14 。0:-

15 @ e:ム 15 @ 口!ム 15 。0:ム 15 。0:-
16 @ 8:ム 16 @ 口iム 16 。O:~ 16 。0:-
17 。0:ム 17 @ 口iム 17 。0:ム 17 。0:-
18 。0:ム 18 @ 口iム 18 。Oiム 18 。0[-
19 。0:ム 19 @ e:ム 19 。0:ム 19 。0:-
20 。0:ム 20 。0:ム 20 。0:ム 20 。0:-
21 @ &:ム 21 @ 8:ム 21 @ 口:ム 21 。0:ー
22 @ 8:ム 22 @ 8:ム 22 @ 口:ム 22 。0:-
23 @ e:ム 23 唾 .:ム 23 。0:ム 23 。。;
24 @ 8:ム 24 @ 8:ム 24 。0:ム 24 。0:-
25 。0:ム 25 C 0:ム 25 @ .:~ 25 。0:-
26 。0:ム 26 。0:ム 26 @ 8:ム 26 。0:ー
27 @ 0:ム 27 @ e:ム 27 @ .:ム 27 。。!ー
28 @ e:ム 28 事 .:ム 28 @ eiム 28 。。;
29 @ X ム 29 @ 口:fT 29 。0:ム 29 。0:-
30 @ 8:ム 30 @ ロ:S 30 。0:ム 30 。0:-
31 @ 口iム 31 @ f):ム 31 @ fj:ム 31 。。
32 @ 口iム 32 @ 8:ム 32 @ 8:ム 32 。0:-
33 @ 8:ム
34 @ e:ム

33 @ 8:ム
34 @ .:ム

33 。o0i2ムご
34 。

33 。。:
34 。0:-

35 @ 8:ム 35 @ X:ム 35 @ ft:ム 35 。0:-
36 @ .:ム 36 。0:ム 36 @ X:ム 36 。0:-
37 。0:ム 37 。Oiム 37 @ 口iム 37 。0:-
38 。oojfx ム
39 。

38 @ 8:ム
39 × e:ム

38 @ 口iム
39 @ 8:ム

38 。0: 
39 。O~-

40 運動 8:ム 40 @ $:ム 40 @ 8:ム 40 。0:-
41 。0:ム 41 。0:ム 41 @ 8:ム 41 。0:-
42 @ 口:ft 42 。Oiム 42 @ e:ム 42 。0:-
43，e 口:8 43 @ e:ム 43 @ .:ム 43 。Oi-

44 @ 8:ム 44 @白 8:ム 44 。0:-
45 @ ロiム 45 @ CIT:ム 45 。0:一

46 @ 口:ム 46 @ e:ム 46 。0:-
47 母 口!ム 47 @ tt:ム 47 。0:ー
48 @ 口iム 48 @ .:ム 48 。01-

49 @ 口;8 49 。o :， -



巻 張 a b : c 巻 張 a b:c 巻 張 a b : c 巻 張 a b : c 
16 1 。0:- 15 。0:ム 14 1 • .:ム 13 1 。0:ム

2 。0:- 2 。0:ム 2 • .!ム 2 。0:ム
3 。Ojーl 3 • .:ム 3 • X:ム 3 • .:ム4 。0:- 4 • .:ム 4 • X:ム 4 • .lム
5 。0:- 5 • .:ム 5 • .:ム 5 。0:.6. 

6 。0:ー 6 • .:.6 6 • .:ム 6 。0:ム
7 。0: 7 。0:ム 7 • .:ム 7 • .:ム8 。。 8 。O!ム 8 • .!ム 8 • .:ム9 。0:一 9 。0:ム 9 • .:ム 9 • .lム
10 。0:- 10 。0:ム 10 • .:ム 10 • .:ム11 。0:- 11 • .:ム 11 • .:ム 11 • .:ム12 。0:- 12 • .:ム 12 • .:ム 12 • .:ム13 。Oj-I 
14 。0:-

13 • -・71Eム14 • 
13 • .!.6，. 14 • .:ム

13 • .:ム14 • .!ム15 • .:一 15 • .:.6 15 • .:ム 15 。0:ム
16 • .:- 16 • .:ム 16 • .:ム 16 。0:.6. 

17 • .白 17 • .:ム 17 • .:ム 17 • 口!ム18 • .! 18 • .:ム 18 • .!ム 18 • 口jム
19 • .j一l

19 • .:ム 19 • .:ム 19 • .!ム20 • .:- 20 • .:.6 20 • .:ム 20 • .:ム21 • .:一 21 。0:ム 21 • .:ム 21 。0:ム
22 • .:- 22 。0:ム 22 • .:.6，. 22 。0:ム
23 • X:一一 23 • .!ム 23 • .!ム 23 • 口;ム24 • X:一一 l 24 • .:.6 24 • .:ム 24 • 口iム
25 • X:一ー 25 。0:ム 25 • .:ム 25 。0:ム
26 • .:- 26 。0:ム 26 • .:ム 26 。0:ム
27 • .:-1 27 。0:ム 27 • .:.6，. 27 。。;ム
28 • .! 28 。O!ム 28 • .!ム 28 。01ム
29 • .:一 29 。0:ム 29 • .:ム 29 • 口:ム30 • .:- 30 。0:ム 30 • .:ム 30 • ロiム
31 • .:- 31 。0:ム 31 • .:ム 31 • .:ム32 • .: 32 。0:ム 32 • .:ム 32 • .:ム33 • .!- 33 。O!ム 33 • .!ム 33 。0:ム
34 • .:一 34 。0:ム 34 • .:ム 34 。Olム
35 • .:- 35 。0:- 35 • .:ム 35 。0:ム
36 • .:- 36 。0:- 36 。0:ム 36 。0:ム
37 × X:一一 37 。0: 37 。0:・| 37 。0:ム
38 × X:ー一 38 。O!一 38 • .iム| 38 。。;ム
39 • .:- 39 。0:- 39 • .:ム 39 。O!ム
40 • .:- 40 。0:- 40 。0:ム
41 • .:- 41 。0:- 41 。0: X 
42 • .:- 42 。0:- 42 。0:ム
43 • .:- 43 。。; 43 。0:ム
44 • .:- 44 。Oj一 44 。0:ム
45 • .:- 45 。0:一 45 。0:ム
46 • .:- 46 。0:- 46 。0:ム|
47 • .:- 47 • .:- 47 • .:ム48 • -1- 48 • X:ー 48 • .:ム49 。Oj- 49 。0:ム

50 。0:- 50 。0:ム
51 。0:- 51 。0:ム
52 。。 52 。0:ム
53 。。ー 53 • 口jムl

54 • 口iム
55 • 口iム
56 • 口iム
57 • .iム
58 • .!ム



こ
の
表
か
ら
幾
つ
か
の
偏
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
ず
〈
一
冗
至

正
十
六
年
刊
〉
本
に
元
統
版
原
刻
部
(
骨
)
を
存
す
る
の
は
極
少
数
で
、

太
枠
を
以
て
示
し
た
十

l
四
十
九
、

十
一
ー
ー
十
一
・
十
二
、

二
十
九
・

三
十
、

十
四
i
三
十
七
の
、
都
合
八
張
に

十
二
1

四
十
二
・
四
十
三
、

止
ま
る
。
そ
し
て
こ
の
原
刻
部
の
出
現
分
布
の
み
を
取
出
し
て
言
え
ば
、

b
・
c
の
原
刻
部
は
、
十
四
!
三
十
七
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、

a
の
そ

れ
に
ほ
ぼ
包
含
さ
れ
る
関
係
に
あ
り
、
そ
の
一
方
で

b
と

c
は
全
く
原
刻

部
(
轡
)
を
共
有
し
な
い
(
図
版
三
j
五
参
照
)
。
本
稿
で
は
こ
の
現
象

を
次
の
よ
う
に
解
す
る
。
元
統
版
の
後
修
本

(
a
)
が
印
行
さ
れ
て
か
ら

逓
修
本

(
b
)
が
印
行
さ
れ
る
ま
で
の
聞
に
、
後
修
本

(
a
)
中
に
残
さ

れ
て
い
た
原
刻
部
(
窃
)
を
、
逓
修
本

(
b
)
と
〈
元
至
正
十
六
年
刊
〉

本

(
C
)

と
で
分
け
合
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
恐
ら
く
次
の
よ
う

に
換
一
一
目
さ
れ
よ
う
。
即
ち
、
梅
渓
書
院
も
し
く
は
そ
の
版
の
継
承
者
は
、

原
刻
本
を
補
刻
後
修
し
た
後
に
、
極
一
部
の
残
存
原
刻
部
を
日
新
堂
に
譲

渡
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
欠
落
部
分
を
更
に
補
刻
し
た
た
め
、
逓

修
本
の
状
態
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
を
是
と
す
れ
ば
、

c
に
窃

の
箇
処
で
は
必
ず
b
は
口
、
即
ち
元
統
版
逓
修
時
補
刻
部
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
納
得
さ
れ
よ
う
。
た
だ

b
に
口
で
あ
る
場
合
に
必
ず

c
が
轡
と
な
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

c
は
ム
、
即
ち
〈
元
至
正
十
六
年
刊
〉
本
独
自

の
補
刻
部
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、

一
部
の

原
版
を
継
承
し
た
日
新
堂
に
於
い
て
も
、
原
版
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
場

合
と
、
新
た
に
補
刻
し
た
場
合
と
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
第
一
、

克
統
版
逓
修
時
の
新
た
な
補
刻
は
、
全
巻
を
通
じ
て
も
第
十
j
十
五
巻
以

外
に
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
後
修
時
の
版
(
窃
又
は

O
)
を
そ
の
ま
ま
使
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
よ
う
。
唯
一
問
題
と
な
る
の
は
十
四
|

三
十
七
の
場
合
で
あ
る
が
、
こ
の
張
で
は
補
刻
後
に
も
原
版
を
存
し
て
い

た
の
だ
と
解
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
上
記
を
是
と
す
れ
ば
、
元
統

版
に
第
二
次
の
補
刻
を
生
じ
た
理
由
は
、
日
新
堂
へ
の
一
部
板
木
の
移
譲

に
あ
り
、
こ
の
経
緯
か
ら
、
通
常
元
至
正
十
六
年
日
新
堂
刊
本
と
目
さ
れ

て
い
る
当
該
の
版
本
は
、
一
冗
統
版
を
中
心
に
記
す
と
、
全
巻
一

O
行
の
逓

修
本
と
並
行
の
関
係
に
あ
る
、
元
統
版
別
修
本
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
こ
の
版
本
を
無
修
一

O
行
本
の
諸
版
中
に
位
置
付

け
る
な
ら
、
前
章
(
一
ニ
)
の
後
に
示
し
た
関
係
模
式
図
の
末
尾
に
附
し
て
、

次
の
よ
う
に
補
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

又

逓
修
本
(
全
巻
一

O
行
・
本
文
無
修
本
)

別
修
本
H
H

元
至
正
十
六
年
刊
本
(
新
増
説
文
本
)



い
わ
ゆ
る
元
至
正
十
六
年
刊
本
中
に
、
僅
か
に
元
統
版
の
原
刻
部
を
存

す
る
理
由
、
即
ち
そ
れ
ら
の
数
張
が
日
新
堂
に
移
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て

は
、
依
然
と
し
て
明
瞭
で
な
い
。
た
だ
当
該
版
本
に
は
大
部
分
に
つ
い
て

補
刻
を
実
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
こ
の
原
刻
部
を
使
用

し
て
印
行
す
る
必
然
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
存
版

本
の
記
述
を
離
れ
て
想
像
を
加
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
そ
こ
に
は

然
る
べ
き
版
権
の
移
譲
に
類
す
る
経
緯
が
伏
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
ま
で
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
従
来
別
系
統
と
思
わ
れ
た
本
文
が
、
版
刻
の
上
で
は
連
続
す
る
実

情
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
十
分
考
慮
に
加
え
て
置
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。
当
面
、
元
統
版
原
刻
部
の
存
在
を
起
点
と
し
て
当
該
版
本
の
略
説

を
試
み
れ
ば
、
第
十
j
十
五
巻
中
の
一
部
の
元
統
版
を
保
有
し
た
日
新
堂

で
は
、
そ
の
数
張
を
活
か
す
形
で
の
元
統
版
の
補
刻
改
修
を
企
て
た
が
、

そ
れ
は
既
成
の
本
文
に
「
説
文
解
字
』
の
記
事
を
加
え
て
「
新
増
説
文
」

と
銘
打
つ
新
案
を
伴
い
、
ま
た
若
干
の
校
改
を
施
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
増
修
の
手
続
き
は
学
問
的
厳
正
に
立
つ
も
の
で
な
く
、
分
業

の
た
め
に
半
面
一
一
行
と
し
た
上
、
『
古
今
韻
会
挙
要
』

の
注
か
ら

説

文
』
等
の
引
用
を
孫
引
き
す
る
体
の
、
速
成
の
増
修
で
あ
っ
た
。
こ
の
措

置
は
第
一
巻
か
ら
第
十
巻
の
途
中
、
又
第
十
五
巻
の
途
中
か
ら
第
二
十
巻

の
末
尾
ま
で
の
部
分
に
は
均
質
に
施
さ
れ
た
。
し
か
し
原
版
を
活
か
す
た

め
に
、
第
十
巻
の
途
中
か
ら
巧
み
に
増
修
を
調
節
し
て
も
と
の
款
式
に
合

せ
、
そ
の
第
十
五
張
か
ら
は
も
と
の
行
款
に
完
全
に
一
致
さ
せ
て
原
刻
部

分
に
接
属
さ
せ
、
第
十
五
巻
第
二
十
四
張
ま
で
は
半
面
一

O
行
の
款
式
を

有
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
半
面
一
一
行
本
中
に
一

O
行
の
数

巻
を
雑
え
た
現
存
本
の
姿
を
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
至
正
十
六
年

(
一
三
五
六
)
と
思
わ
れ
る
本
版
の
成
立
時
点
を
元
統
版
補
刻
本
と
の
先

後
関
係
の
中
に
置
く
と
、
元
統
版
の
後
修
は
そ
れ
以
前
、
同
じ
く
逓
修
は

ほ
ほ
同
時
期
か
そ
れ
以
降
と
判
明
し
て
、
元
統
版
が
お
お
よ
そ
元
末
明
初

ま
で
そ
の
生
命
を
保
っ
た
と
い
う
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
元
統
版

補
刻
本
の
直
接
の
翻
版
で
あ
る
元
至
正
二
十
八
年
(
即
ち
明
洪
武
元
年
)

刊
本
の
登
場
と
ほ
ぼ
交
替
す
る
格
好
で
、
そ
の
板
木
自
体
は
命
脈
を
柊
え

た
の
だ
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
、
こ
う
し
た
成
版
事
情
を
有

す
る
〈
元
至
正
十
六
年
刊
〉
本
は
、
元
来
近
親
関
係
に
あ
る
無
修
一

O
行

本
諸
販
の
成
立
に
つ
い
て
も
、
校
儲
改
正
と
い
う
形
で
そ
の
本
文
形
成
に

参
与
し
た
。
具
体
的
に
は
〔
明
洪
武
八
年
序
)
刊
本
や
〔
明
前
期
〕
刊
本
、

朝
鮮
刊
刻
の
諸
版
本
の
本
文
校
改
に
際
し
て
、
こ
の
新
増
説
文
本
が
直
接

間
接
の
影
響
を
及
ぼ
し
、
無
修
本
の
展
開
に
つ
い
て
も
新
増
説
文
本
の
成

立
と
流
布
が
欠
か
せ
な
い
要
件
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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元
統
二
年
の
梅
渓
書
院
の
版
刻
に
淵
源
す
る
『
韻
府
群
玉
』
の
諸
版
は
、

冗
明
を
通
じ
、
日
本
や
朝
鮮
を
含
む
諸
地
域
に
行
わ
れ
、
諸
版
間
相
互
の

干
渉
を
起
こ
し
、
又
独
自
の
校
離
や
改
編
を
加
え
乍
ら
、
複
雑
に
展
開
し

て
い
っ
た
。
そ
の
背
景
と
な
っ
た
版
刻
の
実
情
や
出
版
書
揮
の
活
動
に
つ

い
て
窺
い
知
る
こ
と
は
、
直
接
に
示
唆
す
る
資
料
に
乏
し
く
、
如
何
に
も

条
件
の
限
ら
れ
た
難
題
で
は
あ
る
。
し
か
し
当
時
、
学
問
情
況
の
根
底
を

形
成
し
て
い
た
の
は
、
こ
れ
ら
諸
版
本
の
成
立
と
流
布
で
あ
っ
て
、
現
実

に
そ
う
し
た
版
刻
の
営
為
や
学
問
の
痕
跡
が
、
版
本
自
体
に
刻
み
付
け
ら

れ
、
証
言
を
伝
え
て
い
る
場
合
も
数
多
い
。
や
は
り
今
日
に
遺
さ
れ
た
諸

伝
本
の
印
面
や
紙
葉
、
又
相
互
の
異
同
の
検
証
に
よ
っ
て
そ
の
大
概
を
思

量
す
る
こ
と
に
も
、
な
お
一
定
の
可
能
性
を
遺
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
本
稿
で
は
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
前
稿
の
補
正
を
目
指
し
考
証
を
重

ね
て
き
た
が
、
そ
の
過
程
で
、
当
の
元
統
版
補
刻
印
行
の
途
上
に
、
新
増

説
文
本
の
産
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
本
の
始
発
と
な
る

主
正
十
六
年
の
日
新
堂
の
版
刻
は
、
単
に
別
版
の
開
刻
と
い
う
よ
り
も
手

の
込
ん
だ
補
刻
と
称
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
実
に
は
そ
の

流
行
が
無
修
本
諸
版
に
も
作
用
し
た
し
、
何
よ
り
も
無
修
本
に
代
わ
っ
て

世
上
に
受
け
容
れ
ら
れ
、
次
第
に
そ
の
地
位
を
奪
う
結
果
を
招
い
た
点
で

甚
だ
意
義
が
大
き
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
交
替
の
経
過
に
「
古
今
韻
会

挙
要
』
の
関
与
し
た
こ
と
は
、
こ
の
期
の
版
刻
の
実
情
を
如
何
に
も
よ
く

象
徴
す
る
事
柄
で
あ
る
。
元
来
『
韻
府
群
玉
」
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
市

場
に
於
い
て
は
、
直
前
の
時
期
に
盛
行
を
示
し
て
い
た
『
韻
会
」
を
強
く

意
識
し
て
登
場
し
た
。
編
者
の
陰
時
遇
自
身
、
本
書
序
文
に
態
々
『
韻
会
」

の
不
備
を
挙
げ
て
本
書
の
完
備
を
謡
い
、
そ
の
新
案
を
誇
っ
た
も
の
で
も

あ
る
。
勿
論
『
韻
会
」
の
刊
刻
者
も
無
策
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
再

三
に
亙
る
修
刻
と
印
出
に
よ
っ
て
、
明
代
に
至
る
ま
で
一
版
の
命
脈
を
保

ち
長
ら
え
た
の
で
あ
っ
た
が
、
後
発
の
『
韻
府
」
の
盛
行
振
り
は
、
そ
の

版
種
や
伝
本
の
多
さ
か
ら
見
て
も
、
遂
に
『
韻
会
」
を
凌
駕
し
た
と
一
百
つ

て
よ
い
。
し
か
し
因
果
は
巡
る
と
言
う
べ
き
か
、
無
修
本
『
韻
府
」
の
板

木
を
一
部
移
譲
し
た
日
新
堂
で
開
刻
を
企
て
た
「
新
増
説
文
」
本
と
は
、

後
来
の
批
判
に
耐
え
て
文
字
を
増
入
し
た
「
韻
会
』
後
修
本
に
依
っ
て
更

に
そ
の
注
を
増
益
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
新
出
本
『
韻
府
』
の
登
場
に

よ
っ
て
、
も
と
の
無
修
本
の
流
行
は
下
火
と
な
り
、
そ
の
地
位
を
譲
っ
て

市
場
か
ら
後
退
す
る
結
末
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
販
刻
の
連
鎖
は
、

旺
盛
な
営
利
出
版
の
産
物
で
は
あ
る
が
、
独
り
中
国
の
現
実
で
あ
っ
た
ば

か
り
で
な
く
、
そ
の
間
断
な
く
力
強
い
波
動
は
、
遠
く
海
外
に
も
及
ん
で

朝
鮮
や
わ
が
国
の
学
塾
を
規
定
し
、
そ
の
展
開
に
も
与
っ
て
大
い
に
力
が

あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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い
て
解
題
し
、
そ
の
一
斑
を
窺
う
た
め
の
料
と
し
た
い
。
無
修
本
の
解
題

次
稿
に
は
引
続
き
又
、
こ
の
新
増
説
文
本
系
統
の
諸
版
、
諸
伝
本
に
つ

は
、
本
稿
を
以
て
一
区
切
り
と
し
た
い
が
、
実
際
に
は
拾
遺
す
べ
き
事
柄

も
更
に
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
逐
次
完
備
を
図
っ
て
い

く
も
の
と
す
る
。

注(
1
)
 
前
稿
に
於
け
る
所
在
報
告
に
「
北
京
図
書
館
」
と
記
し
た
も
の
を
、
本
稿

で
は
皆
「
中
国
国
家
図
書
館
」
と
改
め
た
。

(
2
)
 
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
閲
覧
に
よ
る
書
物
の
各
種
法
量
は
書
影
中
に
附
随
の

尺
に
基
づ
く
計
算
値
で
あ
る
。
以
下
向
。

(
3
)
 
長
津
規
矩
也
氏
「
明
初
刊
本
五
種
」
(
「
積
翠
先
生
華
甲
書
記
念
論
集
』
昭

和
十
七
年
八
月
・
同
記
念
会
刊
、
「
長
津
規
矩
也
著
作
集
』
第
一
二
巻
〔
昭
和

五
十
八
年
、
汲
古
書
院
〕
に
再
録
)
、
李
国
慶
氏
編
「
明
代
刊
工
姓
名
索
引
』

(
一
九
九
八
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
刊
)
参
照
。

(
4
)
 
尾
崎
康
氏
『
正
史
宋
元
版
の
研
究
』
(
昭
和
六
十
四
年
・
汲
古
書
院
)
参

nロ
H
O

ロ
U
H

(
5
)
 
前
稿
に
柳
田
征
司
氏
「
『
玉
塵
」

の
原
典
『
韻
府
群
玉
」
に
つ
い
て
」

(
山
田
忠
雄
氏
編
『
園
語
史
撃
の
矯
に
」
昭
和
六
十
一
・
五
、
笠
間
書
院
、

『
髄
相
川
何
一
叩
抄
物
の
研
究
』
〔
平
成
十
年
・
武
蔵
野
書
院
〕
に
追
補
再
録
)

の
当
該
版
に
関
す
る
記
述
を
紹
介
し
「
第
一
巻
の
底
本
の
み
新
増
説
文
本

で
」
云
々
と
記
し
た
の
は
、
当
方
の
誤
読
に
よ
る
。
誌
し
て
訂
正
し
た
い
。

(
6
)
 
川
瀬
一
馬
氏
『
五
山
版
の
研
究
」
(
昭
和
四
十
五
年
、

A
B
A
J
)
四
六

四
頁
の
本
書
の
項
目
に
掲
げ
る
布
施
巻
太
郎
氏
蔵
本
と
は
、
当
該
の
伝
本

を
指
す
で
あ
ろ
う
。

(
7
)
 
こ
の
句
、
詩
題
未
詳
。
欧
陽
修
の
『
帰
国
録
」
下
に
「
底
土
林
遁
居
於
杭

州
西
湖
之
孤
山
。
遁
工
筆
輩
、
善
鶏
詩
。
如
『
草
泥
行
郭
索
、
雲
木
叫
鈎

軸
』
頗
矯
士
大
夫
所
稽
」
と
見
え
る
。

(
8
)
 
柳
田
征
司
氏
「
詩
学
大
成
抄
の
国
語
学
的
研
究

研
究
篇
」
(
昭
和
四
十

九
年
・
清
文
堂
出
版
)
並
に
本
稿
注

(
5
)
著
書
参
照
。

(
9
)
 
抑
も
本
書
に
は
同
韻
の
内
部
も
文
字
の
声
母
に
よ
っ
て
分
節
さ
れ
、
反
切

注
記
は
そ
の
同
音
字
の
首
に
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
告

文
の
「
毎
字
音
切
之
下
」
と
い
う
の
は
実
情
に
合
わ
な
い
。

(
日
)

拙
稿
「
〔
元
〕
刊
本
系
「
古
今
韻
会
挙
要
」
伝
本
解
題
|
|
本
邦
中
世
期

漢
学
研
究
の
た
め
の
|
|
l
」
(
「
日
本
漢
学
研
究
』
第
一
号
・
平
成
九
年
十

月

(
日
)

そ
の
際
『
韻
会
』
は
勿
論
、
他
の
韻
書
の
名
も
「
又
」
「
一
日
」
等
と
隠

蔽
さ
れ
て
い
る
。
本
書
本
文
中
に
こ
れ
ら
の
書
名
が
現
れ
て
い
る
の
は
、
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増
入
部
分
で
は
な
く
、
無
修
本
に
始
め
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
た
場
合
に
限

ら
れ
る
。

(ロ)
新
増
説
文
本
の
巻
数
と
分
韻
、
文
字
の
掲
出
順
は
、
無
修
本
の
そ
れ
と
全

く
同
じ
で
あ
る
。

(
日
)

注

(
5
)
柳
田
氏
著
書

〔
附
記
〕

本
稿
は
平
成
十
三
了
十
四
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
特
定
領
域
研
究

(
A
)

「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
」
に
基
づ
く
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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